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明
治
初
年
に
至
る
熊
本
藩
領
の
一
九
世
紀
は
、
水
利
土
木
事
業

を
中
心
に
地
域
経
済
の
振
興
・
活
性
化
に
向
け
た
取
り
組
み
が
志
向

さ
れ
る
時
代
と
な
る
。
本
稿
の
目
的
は
、
幕
末
期
、
菊
池
川
と
な

ら
ぶ
熊
本
藩
領
の
主
要
河
川
で
あ
る
緑
川
の
上
流
域
で
展
開
さ
れ
た

広
域
的
な
経
済
開
発
事
業
の
実
態
と
そ
の
歴
史
的
位
相
に
つ
い
て
明

ら
か
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
従
来
、
緑
川
中
下
流

域
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
舟
運
が
へ
幕
末
期
、
上
流
域
の
開
盤
・
波

喋
事
業
を
通
じ
て
緑
川
の
最
上
流
部
ま
で
遡
上
し
、
緑
川
上
流
域

と
中
下
流
域
と
を
結
ぶ
産
業
と
物
流
・
交
易
が
活
発
化
す
る
と
い
う

広
域
的
経
済
開
発
事
業
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で
あ
り
、

ま
た
、
こ
う
し
た
緑
川
流
域
に
ま
た
が
る
広
域
事
業
の
立
案
・
推

進
主
体
と
し
て
動
く
手
永
（
郡
と
村
の
中
間
行
政
区
域
）
の
能
動

的
な
行
政
活
動
の
具
体
相
を
提
示
す
る
こ
と
に
あ
る
。

対
象
と
す
る
の
は
、
上
益
城
郡
矢
部
手
永
を
中
心
に
同
郡
甲
佐

幕
末
期
熊
本
藩
領
に
お
け
る
広
域
的
経
済
開
発
事
業
の
展
開

手
永
・
下
益
城
郡
砥
用
手
永
に
ま
た
が
る
緑
川
上
流
域
で
あ
る
。

当
該
地
域
は
、
今
日
い
う
と
こ
ろ
の
中
山
間
地
域
や
こ
れ
に
準
じ

る
地
域
に
属
す
る
・
・
熊
本
藩
領
の
場
合
、
海
岸
平
野
部
を
囲
む
形

で
中
山
間
地
域
が
広
が
り
、
そ
の
経
済
状
況
は
停
滞
的
に
見
ら
れ

が
ち
で
あ
る
が
、
一
九
世
紀
に
は
こ
れ
ら
の
地
域
で
新
た
な
経
済

動
向
が
み
ら
れ
る
。
契
機
と
な
っ
た
の
は
水
利
土
木
事
業
で
あ
る
。

中
山
問
地
域
に
は
山
間
部
の
山
水
・
地
下
水
を
集
め
た
小
河
川
・
湧

水
な
ど
の
水
源
が
数
多
く
存
在
し
て
お
り
、
手
永
主
導
の
も
と
で

「
零
落
所
」
対
策
を
名
分
に
藩
側
の
公
的
資
金
を
引
き
出
し
、
水
利

土
木
事
業
を
誘
致
し
て
畑
・
野
開
畑
を
水
田
に
造
成
し
、
水
田
収

益
で
事
業
資
金
を
返
済
す
る
方
式
が
広
範
に
展
開
す
る
。
一
八
五

○
年
代
、
上
益
城
郡
矢
部
手
永
の
白
糸
台
地
に
お
い
て
推
進
さ
れ

た
通
潤
橋
・
通
潤
用
水
事
業
、
こ
れ
に
よ
る
水
田
造
成
（
上
畝
開
）

（
１
）
｜

事
業
は
そ
の
典
型
で
あ
る
。

注
目
し
た
い
の
は
、
こ
の
巨
大
な
農
業
水
利
土
木
事
業
・
農
業

吉

村

豊
雄
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一
一
九
世
紀
緑
川
筋
三
手
永
の
産
業
形
態

（
２
）

ま
ず
天
保
一
三
（
一
八
四
二
）
年
の
「
諸
御
郡
惣
産
物
調
帳
」

を
も
と
に
、
矢
部
手
永
を
中
心
に
砥
用
・
甲
佐
両
手
永
を
含
む
緑

川
筋
三
手
永
の
産
業
形
態
に
つ
い
て
み
て
お
く
。
本
帳
は
、
藩
当

基
盤
整
備
事
業
が
、
矢
部
手
永
を
中
心
に
近
隣
手
永
と
の
連
携
に

よ
る
広
域
的
な
経
済
開
発
事
業
立
案
に
向
け
た
動
き
を
呼
び
起
こ
し

て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
矢
部
手
永
の
中
心
Ⅱ
浜
町
に
近

接
し
、
緑
川
に
面
す
る
白
糸
台
地
に
お
い
て
推
進
さ
れ
た
巨
大
事

業
を
契
機
に
、
上
益
城
郡
矢
部
・
甲
佐
両
手
永
、
下
益
城
郡
砥
用

手
永
の
広
域
連
携
に
よ
る
緑
川
の
物
流
・
交
易
機
能
を
組
み
込
ん
だ

経
済
開
発
、
緑
川
筋
経
済
開
発
事
業
と
い
う
べ
き
地
域
振
興
事
業

が
推
進
さ
れ
る
。
緑
川
舟
運
を
中
流
域
の
甲
佐
か
ら
最
上
流
部
の

矢
部
手
永
津
留
ヶ
洲
ま
で
遡
上
さ
せ
る
緑
川
開
繋
・
波
喋
事
業
、

緑
川
舟
運
の
整
備
、
白
糸
台
地
な
ど
緑
川
上
流
域
年
貢
の
積
み
下

し
、
木
炭
業
・
材
木
業
・
製
茶
業
な
ど
地
域
産
業
振
興
、
浜
町
・

津
留
ヶ
洲
と
甲
佐
・
川
尻
を
結
ぶ
緑
川
物
流
・
広
域
交
易
ラ
イ
ン
の

椛
築
な
ど
で
あ
る
。

以
下
、
こ
の
郡
域
を
越
え
た
矢
部
・
砥
用
・
甲
佐
三
手
永
の
広

域
連
携
に
よ
る
緑
川
筋
経
済
開
発
事
業
の
全
体
像
に
つ
い
て
検
討
し
、

事
業
の
基
点
と
な
る
白
糸
台
地
、
及
び
緑
川
最
上
流
部
の
河
港
と

い
う
べ
き
津
留
ヶ
洲
の
物
流
・
交
易
史
的
位
置
つ
い
て
も
論
及
す
る
。

局
か
郡
目
附
付
横
目
を
派
遣

し
て
手
永
ご
と
に
農
産
物
を

中
心
に
全
て
の
産
物
の
数
量

を
調
査
し
、
こ
れ
を
銭
換
算
ｊ

し
て
最
終
的
に
は
手
永
及
び
奔

手
永
住
民
一
人
当
た
り
の
経
奉

済
収
支
を
出
し
、
手
永
・
手
く

永
住
民
の
「
余
分
」
（
生
活
”

余
力
）
を
算
出
し
た
も
の
で
畑

あ
る
。
全
国
的
に
も
天
保
飢
佃

鐘
の
直
後
で
あ
り
、
藩
当
局
幅

が
今
後
も
予
想
さ
れ
る
凶
作
．
永

飢
餓
に
手
永
・
手
永
住
民
が
吟Ｉ

ど
の
程
度
耐
え
う
る
の
か
、
蝿

手
永
の
民
力
を
調
査
し
た
も
瞳

の
で
あ
る
。

●

ま
ず
表
１
に
よ
っ
て
三
手
上

釧
皿
荊
耐
哩
剛
一
酢
肺
柵
州
調

を
み
る
と
、
緑
川
中
流
域
の

甲
佐
手
永
で
は
田
畑
構
成
が

ほ
ぼ
均
衡
し
、
上
流
域
の
砥

｢諸御郡惣産物鯛幌」（個人蔵）による‘
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手永 高 田畝数 畑畝掛 田延畝 畑延向

雌

沼山津

佐
倉
剖
農
江
江
仙

甲
木
矢
杉
廻
河
中
砥用

20.177石6斗余

24,336石余

15,842石余

13,521石5斗余

19,236石7斗余．

16,183石1斗余

23,168石7斗余

27,231石7斗余

16,709石9斗余

10,436石9斗余

1,208町8仮

反
反
反
反
反

１
２
５
８
７

町
町
町
町
町

５
３
２
０
１

５
９
２
４
４

８
６
７
９
８

1,053町2畝

1,408町7画

582町3反

262町1反

506町5'

2,188町3反

616町7H

601町n

1,288町4反

272町6JE

579町3JC

1,111町4反

728町81

543町21

95町7畝

47町9反

74町1反

67町

188町2反4畝

42町7反

21町

135町8仮

36町9反

44町5反

50町2反

741Ⅱ

82町1反

62町5反

412町9閥

16町2反

25町3仮

98町4仮

112町1反

118町7反



表
２
は
安
政
四
二
八

ｊ

五
七
）
年
の
「
手
鑑
」
に
年４

よ
っ
て
矢
部
手
永
の
土
地
政

‐
構
成
を
示
し
た
も
の
で
あ
俵

る
。
田
畑
畝
数
．
新
地
畝
諏

数
は
表
１
の
畝
数
と
数
字
鈍

的
に
合
わ
な
い
が
、
田
方
の一水

の
新
地
分
と
「
御
山
」
（
山
手Ｉ

間
部
）
の
大
き
さ
は
示
さ
謡

れ
て
い
る
。
「
御
山
」
「
奥

２

御
山
」
と
し
て
示
さ
れ
て
表

用
手
永
を
最
高
に
内
陸
山
借
剖
に
向
か
う
ほ
ど
畑
方
の
割
合
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
矢
部
手
永
は
甲
佐
と
砥
用
の
中
間
的
な
田
畑
構
成

と
い
え
る
。
注
目
さ
れ
る
の
は
、
「
延
畝
」
で
示
さ
れ
て
い
る
新
地

開
発
分
で
あ
る
。
矢
部
手
永
は
田
畑
と
も
に
新
地
開
発
分
が
大
き

く
、
郡
内
で
最
も
畑
方
比
率
の
高
い
沼
山
津
手
永
は
畑
地
の
開
発

分
で
突
出
し
て
い
る
。
矢
部
・
沼
山
津
両
手
永
は
広
大
な
山
間
部

を
抱
え
た
中
山
間
地
域
の
新
地
開
発
状
態
を
示
し
、
矢
部
手
永
で

は
さ
ら
に
畑
地
ｂ
野
開
畑
を
田
地
に
つ
く
り
変
え
る
上
畝
開
の
規
模

が
群
を
抜
い
て
い
る
。
甲
佐
・
木
倉
・
中
山
・
砥
用
の
四
手
永
も

こ
れ
に
準
じ
る
状
態
に
あ
る
。
海
辺
に
面
し
た
河
江
手
永
で
は
田

方
の
海
辺
新
地
が
多
く
、
杉
島
・
総
両
手
永
が
こ
れ
に
次
ぐ
。

松本寿三郎編｢肥後国郷村明細帳(二)｣206.7
頁による。

い
る
山
間
部
の
畝
数
は
全
体
畝

数
の
約
九
一
％
を
占
め
る
。
こ

の
時
期
の
山
野
・
森
林
は
事
実

上
手
永
・
村
方
の
利
用
と
管
理

に
よ
っ
て
維
持
さ
れ
て
お
り
、

こ
の
広
大
な
山
間
部
の
存
在
は

手
永
の
生
業
心
産
業
を
考
え
る

幸
？
え
で
改
め
て
注
目
さ
れ
る
。

次
に
表
３
は
「
諸
御
郡
惣
産

物
調
帳
」
の
記
載
す
る
上
・
下

益
城
一
○
手
永
の
主
要
穀
類
の

反
当
た
り
収
量
を
示
し
た
も
の

で
あ
る
。
一
○
手
永
の
な
か
で

甲
佐
手
永
の
収
量
は
領
内
で
も

最
上
位
に
属
す
る
。
中
心
と
な

る
米
に
つ
い
て
み
た
場
合
、
反

当
た
り
六
俵
と
い
う
甲
佐
手
永

の
数
字
は
領
内
で
も
最
高
ク
ラ

ス
で
あ
る
。
杉
島
・
河
江
両
手

永
の
五
俵
半
と
い
う
数
量
も
平

均
よ
り
上
で
あ
り
、
矢
部
・
砥

用
両
手
永
を
含
め
た
反
当
た
り

表： 上・下益城郡10手永の主穀類の反当たり収量（天保13年1

｢諸御郡惣産物調帳」によ層
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地目 畝敷

数
数
数

畝
畝
畝

方
方
畑

田
畑
苅

諸新地方田畝数

〃畑畝数

諸畝物（田I

諸開畝（畑）

村々御山畝数

御山・奥御山畝数

617町9反5畝24歩

727町6反

56町1畝18沙

32町1畝

13町1反7畝27沙

86町2反7畝

377町7反1畝21歩

499町6反2畝15歩

16.500町奇

輪 沼山嵩 甲佐 木倉 矢部 杉隠 廻画 河江 中山 砥用

米
粟
蝿
鵜
趨
潅
娠

半
半
半
半

俵
俵
俵
俵
俵
俵
俵

５
５
２
２
３
３
２

半
半
半
半
半

俵
俵
俵
俵
俵
俵
俵

５
５
２
２
３
３
２

半
半
半

6^

6*

3^

31

4^

31

3*

３
－

怯
儲
怯
儲
俵
儲
儲

５
５
３
３
４
３
３

卜

俵
俵
健
一
俵
俵
俵

５
４
２
４
３
２

半
半
半
半
半

俵
俵
俵
俵
俵
俵
俵

５
６
２
２
３
３
２

半

半

半

俵
俵
俵
俵
俵
俵
俵

５
６
２
２
３
３
２

半
半
半

俵
俵
俵
俵
俵
俵
俵

５
６
２
３
４
３
３

半
半
半

ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ
ｆ

５
５
２
２
３
２
２

半
半

儲
催
儲
儲
儲
俊
儲

５
５
２
３
３
２
２



五
砕
俵
と
い
》
っ
α
力
年
睡
汰
昨
α
平
拡
・
離
な
薮
蓉
畏
一
て
座
あ
る
く
阪
伽
嚇
零
和
α
よ

う
な
高
冷
地
に
な
る
と
反
当
た
り
四
俵
と
な
る
。
矢
部
・
砥
用
両

手
永
は
田
方
・
畑
方
と
も
に
反
当
た
り
収
量
に
み
る
限
り
領
内
平
均

的
な
農
業
生
産
状
態
に
あ
り
、
そ
の
上
位
に
甲
佐
手
永
が
位
置
し

て
い
る
。

そ
こ
で
矢
部
ｂ
甲
佐
・
砥
用
三
手
永
の
産
物
構
成
を
み
て
お
く
。

表
４
は
、
「
諸
御
郡
惣
産
物
調
帳
」
に
よ
っ
て
三
手
永
の
全
産
物
の

生
産
額
と
そ
の
代
銭
額
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
産
物
の
表
記
は

「
主
穀
・
諸
作
」
と
「
余
産
」
に
分
か
れ
、
「
主
穀
・
諸
作
」
は
野

菜
類
を
除
く
田
畑
の
産
物
を
ほ
ぼ
網
羅
し
た
も
の
で
あ
り
、
米
・

雑
穀
が
大
部
分
を
占
め
る
。
一
見
し
て
明
ら
か
な
よ
う
に
、
米
，

雑
穀
類
の
な
か
で
も
米
は
生
産
高
・
代
銭
高
と
も
に
抜
き
ん
で
た
作

物
で
あ
り
、
と
く
に
矢
部
・
甲
佐
両
手
永
で
は
生
産
比
率
が
高
い
。

粟
・
麦
・
豆
類
を
中
心
と
し
た
雑
穀
類
を
合
わ
せ
る
と
各
手
永
と
も

生
産
額
で
は
米
を
大
き
く
上
回
る
が
、
代
銭
額
で
矢
部
手
永
で
は

米
と
の
間
で
か
な
り
の
開
き
が
あ
り
、
甲
佐
・
砥
用
両
手
永
で
は

米
と
ほ
ぼ
同
等
で
あ
る
。

雑
穀
の
な
か
で
は
粟
・
大
麦
の
生
産
高
が
大
き
く
、
代
銭
高
で

は
粟
が
大
き
く
他
を
引
き
離
し
て
い
る
。
雑
穀
生
産
で
は
矢
部
手

永
が
最
も
多
様
化
し
、
甲
佐
・
砥
用
の
順
で
作
物
が
や
や
特
定
化

さ
れ
て
い
る
。
甲
佐
手
永
で
は
矢
部
・
砥
用
に
な
い
裸
麦
・
空
豆

の
作
付
け
が
行
わ
れ
て
い
る
。
唐
芋
・
芋
（
里
芋
）
も
目
立
つ
数
量

て
あ
り
“
抑
制
翻
謬
蕊
宥
主
・
義
一
α
型
錫
量
個
百
糾
一
α
生
〕
花
翻
澗
将
郡
に
ま
し
て

重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
る
。

「
余
産
」
に
は
多
種
多
様
な
林
産
物
・
小
動
物
・
加
工
品
が
並

ぶ
。
目
立
つ
の
は
材
木
・
板
・
薪
な
ど
の
林
産
物
、
「
穀
類
・
諸
作
」

に
入
れ
て
あ
る
苧
（
麻
）
・
煙
草
・
綿
、
猪
・
櫨
実
・
蚕
糸
・
漆
な

ど
の
工
芸
作
物
で
あ
る
。
工
芸
作
物
は
農
村
加
工
業
展
開
度
の
検

証
対
象
と
も
な
る
が
、
紙
類
以
外
に
加
工
品
の
数
量
は
少
な
く
、

綿
・
蚕
糸
は
産
出
さ
れ
て
も
綿
糸
・
綿
織
物
・
絹
織
物
の
類
い
は
見

当
た
ら
な
い
。
い
わ
ゆ
る
農
村
工
業
に
つ
な
が
る
よ
う
な
産
業
形

態
は
認
め
が
た
く
、
む
し
ろ
籍
・
蓑
・
竹
そ
う
け
、
鍬
柄
、
下
駄
・

草
履
な
ど
農
間
余
業
的
な
加
工
品
が
主
体
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

矢
部
手
永
の
三
万
足
の
生
産
量
を
持
つ
下
駄
や
挽
物
細
工
、
矢
部
・

砥
用
両
手
永
の
茶
な
ど
は
特
産
品
と
評
し
う
る
。
販
売
を
目
的
と

し
た
商
業
的
農
業
と
い
う
と
全
国
市
場
性
の
高
い
工
芸
作
物
類
、

そ
の
加
工
品
が
評
価
さ
れ
が
ち
で
あ
る
が
、
藩
当
局
が
「
諸
御
郡

惣
産
物
調
帳
」
の
作
成
目
的
と
し
て
、
手
永
・
手
永
住
民
の
「
余

分
」
（
生
活
余
力
）
を
積
極
的
に
認
め
よ
う
と
し
て
い
る
志
向
性
の

も
と
で
、
自
然
地
理
的
特
性
を
活
か
し
た
多
様
な
「
余
産
」
類
は

そ
の
市
場
性
・
交
易
性
を
評
価
す
る
必
要
が
あ
る
。

下
駄
・
鍬
柄
を
含
め
て
、
三
手
永
で
目
立
つ
の
は
林
産
物
で
あ

る
。
そ
こ
で
「
諸
御
郡
惣
産
物
調
帳
」
を
も
と
に
、
藩
領
の
手
永

別
林
産
物
生
産
状
態
を
示
し
、
矢
部
・
砥
用
・
甲
佐
三
手
永
の
生

－88－



表4矢部・甲佐・砥用3手永の産物構成（天保13年

穀類・諸作
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矢部手永 甲佐手永 砥用手永

産物 生産高 代銭淵 生産高 代銭高 生産泊 代銭高

米

野稲

架

小麦

大麦

麦
豆
豆
麦

裸
大
小
蕎

大測豆

豆
豆
黍

碗
空
唐

黍
稗

子
子
蔵

種
荏
慧

朝鮮蕊

白十六寸

唐芋

芋(里芋：

苧

川苛･知母･常州

蕊
根
瓜

煙
．
大
西

淵

茄子

黒砂籾

47.040*

480*

24.9001

3.250桜

16,3401

4,540桜

1,010$

5,050$

900俵

3.000$

300俵

800俵

400俵

30fi

120俵

400俵

170俵

157万5.0007i

6,300石

2.712貫5001

18,000J

1.646K400目

12貫960目

448貫200目

84貫5001

196R80目

113W5001

2618:2601

90貫900回

22lff500目

30閥

63

6貫400目

18間

msoo目

1H560目

4メ

8貫500目

94W506目

252慨

94貫500目

27樹

41.5906

24.3300

3.890俵

23.0900

11.0900

6.320$

4.950俵；

8401

zm

210＃

230*

1,400俵

337万7,00

1.712石

3.750斤

136万Z

105

21貫

1,520樹

1,320斤

1,45貫6501

437貫940E

lOiKUOE

277R80E

210c700E

158潤

128H:700i

15貫120目

5渦

5̂ 250E

3514501

63貫

226賀6201

68貫480目

3B:750E

23mi20目

750目

l貫 0E

10貫640目．

2劇

13.100$

4.9700

10,660俊

7000

8,9100

4.0000

840個

1,070ゼ

7400

199万9.500斤

3,359王

458貫500目

94W430I

19113:8801

18S:200l

106貫920目

1001

21貫840f

19貫2601

SSHSOOI

119貫970E

134貫360E



余産

｢諸御郡惣産物鯛帳」による。
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矢部手オ 甲佐手永 砥用手永

産4 生産戒 代銭高 生産高 代銀冊 生産商 代錨蘭

材木

オ

大小竹

竹瓦

萱薄

家強

3

実
実

柿
栗
櫨

イ

上茶

並茶

竹皮

謡

椋椙皮

椎茸

麟類

山芋

溺萌芋

胡
糸
類
紙
卵
魚
類
鹿

葛
柴
漆
蚕
紙
塵
溺
川
鳥
猪
ヨ

竹そうけ鼻

小荷駄卿

杖
相
馬
鍬

牛馬子

下駄

下駄・草R

挽物細．

薬稲穂

野菜‘

梨子･梅実･将爽‘#槻

#雌･鋤紅･そうI順

吋‘好，賊‘熟隙棚

小黍･稗･胡麻･市皮

織･職･軒･棚‘鯛

14.000本

15，000脚

2.000E

1.600fl

4.000SI

375万斤

1,250棚

100正

3,000斤

15,335貫

2,500斤

1,750王

9,100質目

14.000把

1.340:8

40石

25.500*15

2,90013

268石8斗

100躯

48,000斤

10賀

21ffl:430l

4.000Jt

30万200（

430閥

400邪

80疋

4,000刺

10.00C

621

451

40000

810ス

30,000足

701

751

101

8閲

101

751

1219:5001

5餌

1貫320E

12211680E

101

351

7貫・

7劇

8貫401

10貫

5貫1001

10K150I

3210:2501

251

33W600I

isrsooi

151

221

30St200l

負
簡
貫

３
１
８

101

7貫

2Jt480B

1貫800目

6賞

64貫8001

24貫

30貫

30貫230

819:7401

9.6005|

2,200『

1.000駄

422万斤

1.500荷

9.000f

5.0001

150弱

1.3001

2.000把

4301

15,0

1.3003
雪
４
．
４

５

５

２

4mo0E

2.500Si

60,000

5.400貫

377疋

44.300足

800斤

48桃

11貫

5貫

84麓400個

15貫

3貫960目

40貫

3賃

1貫300目

l貫

2貧600目

3貫

3B900目

3貫

17慨

sm80目

651380目

6貫

3711800E

451112401!

15K500E

1賞200月

613-250目

4貧500目

5賞980目

2,500*f

300屑

200坪

1.5001

150万ノ

1.80例

30正

9‘400閥

3,000ﾉ1

2,500石

2.000111

2000把

250賞

20瓢

15,0001

2.00018

41死

303

7.370*

13.400)

86,00

m

7疋

150疋

ismooia

1151500

慨
，
１
３
30賞

12貫600［

Iltt500

65貫8側目

15側

50跳

2笈

1慨

IKSOO

概
拠
弧

５
３
７

41119201

21批

8K40

8戯40

811600

15側

500目

7側目

12菰

5賞



産
状
態
を
み
て
お
く
ｃ
表
５
は
材
木
、
表
６
は
板
、
表
７
は
木
炭

の
手
永
別
生
産
額
（
豊
後
領
を
除
く
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

矢
部
手
永
の
林
産
物
の
特
徴
は
明
確
で
あ
る
。

材
木
・
板
と
も
に
生
産
額
は
領
内
ト
ッ
プ
レ
ベ
ル
で
あ
り
、
下

駄
・
鍬
柄
の
よ
う
な
木
材
加
工
も
特
産
品
的
な
特
徴
を
示
し
、
薪

の
生
産
額
も
相
応
の
額
を
示
し
な
が
ら
、
木
炭
の
生
産
額
は
示
さ

れ
て
い
な
い
。
「
諸
御
郡
惣
産
物
調
帳
」
に
見
る
限
り
、
木
炭
生
産

の
欠
如
は
矢
部
手
永
の
み
な
ら
ず
、
砥
用
・
甲
佐
両
手
永
に
も
共

通
す
る
。

表
５
を
み
る
と
、
木
炭
生
産
地
に
は
明
確
な
特
徴
が
看
取
さ
れ

る
。
す
な
わ
ち
葦
北
郡
湯
浦
手
永
・
八
代
郡
高
田
手
永
の
よ
う
な

海
岸
部
、
玉
名
郡
中
村
手
永
、
菊
池
郡
深
川
手
永
・
河
原
手
永
の

よ
う
な
河
川
（
菊
池
川
）
流
域
で
あ
る
。
内
陸
部
の
山
間
・
中
山

間
地
域
で
は
森
林
が
あ
っ
て
も
最
大
消
費
地
の
熊
本
城
下
に
遠
く
、

陸
上
輸
送
で
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
過
ぎ
た
。
矢
部
・
砥
用
両
手
永

は
緑
川
に
面
し
た
広
大
な
森
林
を
有
し
な
が
ら
、
中
上
流
部
の
急

流
が
舟
運
を
妨
げ
て
い
た
の
が
木
炭
業
発
達
の
最
大
の
阻
害
要
因
と

み
な
し
う
る
。

で
は
、
益
城
郡
域
に
木
炭
業
の
展
開
は
な
か
っ
た
の
か
。
改
め

て
天
保
一
三
年
の
「
諸
御
郡
惣
産
物
調
帳
」
に
よ
っ
て
矢
部
・
砥

用
・
甲
佐
三
手
永
の
薪
を
含
め
た
薪
炭
生
産
状
態
を
み
る
と
、
上

益
城
郡
矢
部
手
永
で
薪
三
七
五
万
斤
、
同
郡
甲
佐
手
永
で
薪
四
二

表（ 板の手永別産出状態(天保13年）

｢諸御郡惣産物調帳

－91－

郡・手永名 生産高 代銭高

阿蘇郡菅間 21,500*7 86閲

上益城郡矢帯 15,000JJf 75質

阿蘇郡北且 8,000坪 56貫

葦北郡湯制 6.000坪 30貫

阿蘇郡野ガ
2,900卸

榔板3,000丸
161:600目

阿蘇郡内4 3.700坪 25賞900目

華北郡津奈フ 3.600坪 251:200目

下益城郡砥月 2.200坪 15貫400目

八代郡高日 2,140卸 15賀

葦北郡佐関 1,430脚 10賀

阿蘇郡布ﾛ 1,400*1 7貫

葦北郡久木、 1.000*1 7貫

玉名郡南＃ 700坪 4貫900目

上益城郡木漁 286坪 9貫

郡・手永4 生産高(本 代銭高

葦北郡水俣 16.000 80R
上益城郡矢部 14.000 70賞

山鹿郡山鹿 12.000 eoa

八代郡種山 10.000 50S

葦北郡田浦 100.000 50fi

上益城郡甲佐 9,60（ 48貫

八代郡高田 7.00( 35貰
葦北郡湯浦 6.50( 45貫500目

阿蘇郡北里 5.00（ 51

下益城郡中山 5,00（ 25貫

葦北郡佐敷 4.00（ 201
〃 津奈才 4,00（ 28負

玉名郡内田 4．00（ 201

飽田郡五町 3.00( 15賀

玉名郡南関 2,50（ 12貫500目

菊池郡河原 2,00（ 101

宇土郡郡浦 2.00( 101

菊池郡深川 1.40（ 71

葦北郡久木野 1.00（ 5貫

上益城郡沼山津 1.00( 31:500目

宇土郡松山 60（ 3貫

下益城郡河江 60（ 3貫

〃廻江 30（ 1貫500目

玉名郡中富 200 1貫



に
お
い
て
も
雑
木
を
用
い

た
木
炭
業
が
想
定
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
矢
部
・
砥
用
両
手

永
で
は
緑
川
左
岸
一
帯
の
広
大
な
山
間
部
で
は
、
雑
木
を
用
い
た

炭
焼
が
相
当
程
度
な
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

実
際
、
矢
部
手
永
で
は
、
大
矢
御
山
に
お
い
て
矢
部
会
所
に
よ

る
炭
焼
業
を
確
認
し
う
る
。
た
と
え
ば
藩
庁
郡
方
の
奉
行
が
、
惣

庄
屋
布
田
保
之
助
・
山
支
配
役
に
出
し
た
弘
化
三
（
一
八
四
六
）

年
二
月
一
三
日
付
の
通
達
に
よ
る
と
、
大
矢
御
山
の
雑
木
四
○
町

表7木炭の手永別生産状態（天保13年

｢諸御郡惣産物調帳」による

二
万
斤
、
下
益
城
郡
砥

用
手
永
で
薪
一
五
○
万
斤

と
薪
の
生
産
額
は
高
い
方

で
あ
る
。
そ
の
他
材
木
・

板
、
竹
・
猪
な
ど
の
生

産
額
を
加
え
る
と
、
三

手
永
で
は
農
業
を
主
産
業

と
し
つ
つ
、
林
産
・
林

産
加
工
が
重
要
な
産
業
を

構
成
し
て
い
た
。
矢
部

手
永
の
椿
な
ど
紙
類
を
含

め
て
特
産
化
し
て
い
る
。

こ
れ
だ
け
の
林
業
の
展
開

を
考
え
る
と
、
三
手
永

二
通
潤
橋
・
通
潤
用
水
事
業
か
ら
緑
川
上
流
域
経
済
開
発
事
業
へ

幕
末
期
の
一
八
五
○
年
代
、
緑
川
上
流
部
の
矢
部
手
永
白
糸
台

地
に
お
い
て
推
進
さ
れ
た
巨
大
水
利
土
木
事
業
Ⅱ
通
潤
橋
・
通
潤
用

水
事
業
は
、
直
接
の
受
益
者
た
る
南
手
在
の
村
々
の
み
な
ら
ず
、

矢
部
手
永
及
び
緑
川
上
流
域
の
砥
用
・
甲
佐
両
手
永
に
与
え
た
影
響

は
大
き
く
、
三
手
永
の
連
携
に
よ
る
広
域
的
な
経
済
開
発
事
業
を

呼
び
起
こ
す
こ
と
に
な
る
。

（
６
）

通
潤
橋
・
通
潤
用
水
事
業
の
経
緯
を
概
観
し
て
お
く
と
、
通
潤

橋
の
事
業
着
工
が
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
一
二
月
、
橋
の
本
体

竣
工
が
同
六
年
一
二
月
、
橋
の
上
に
敷
設
さ
れ
た
吹
上
樋
は
同
七

年
九
月
に
竣
工
し
て
い
る
。
南
手
在
の
村
々
で
の
井
手
筋
の
開
裟

事
業
は
通
潤
橋
架
橋
工
事
と
同
時
の
嘉
永
五
年
一
二
月
に
開
始
さ
れ
、

の
炭
焼
を
命
じ
、
炭
運
上
の
半
額
を
「
会
所
備
」
と
す
る
こ
と
を

（
３
）

（
１
）

認
め
て
い
る
。
当
時
熊
本
城
下
で
は
、
「
近
年
御
府
中
炭
払
底
」

（
５
）

「
近
年
炭
薪
別
而
無
多
事
」
と
い
う
薪
炭
の
不
足
状
況
に
あ
り
、
藩

当
局
は
、
度
々
上
・
下
益
城
郡
に
炭
焼
方
を
要
請
し
て
い
る
。
そ

し
て
幕
末
期
の
一
八
五
○
年
代
、
緑
川
中
・
上
流
域
に
お
い
て
、

上
益
城
郡
矢
部
手
永
を
中
心
に
上
益
城
郡
甲
佐
手
永
・
下
益
城
郡
砥

用
手
永
と
連
携
し
た
経
済
開
発
、
広
域
物
流
・
交
易
の
基
盤
整
備

が
志
向
さ
れ
る
が
、
木
炭
業
は
広
域
物
流
・
交
易
を
推
進
し
て
い

く
地
域
産
業
の
中
心
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
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郡・手永冷 生産締 代銭積 炭種類・主産地

玉名郡南関 1.700俵 412506 上和仁オ

菊池郡深川
18,400$

10.000#

36貫800i

15貫

半尺＊

鍛冶屋炭、半尺キ

〃河原 6,300俵 12貫600目

山鹿郡山鹿 5001) 600目 鍛冶屋，

〃中村 30,000$ 60損

八代郡高田 12,500$ 501

〃種山 6001 2貫100E 鍛冶屋炭、川俣ネ

葦北郡湯澗 15.000$ 601

阿蘇郡北里 9.000$S 514001 雑炭



安
政
元
二
八
五
四
）
年
一
二
月
に
は
ほ
ほ
完
了
し
て
い
る
ｃ
通

潤
用
水
か
ら
の
通
水
に
よ
る
最
初
の
「
毛
附
」
Ⅱ
稲
作
付
け
は
安

政
二
年
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、
田
開
き
Ⅱ
水
田
造
成
は
い
ま
だ
中

途
の
段
階
に
あ
っ
た
。
安
政
四
年
の
春
の
時
点
で
も
開
田
予
定
畝

数
四
二
町
の
う
ち
、
田
開
き
さ
れ
て
い
る
の
は
台
地
上
の
平
坦
部

を
中
心
と
し
た
二
五
町
四
反
程
度
で
あ
り
、
特
に
台
地
周
縁
傾
斜

部
の
田
開
き
は
資
金
的
に
も
難
渋
し
て
い
た
。
惣
庄
屋
布
田
保
之

助
は
同
年
一
二
月
、
傾
斜
部
の
田
開
き
資
金
と
し
て
郡
代
に
銭
五

○
貫
の
融
資
を
求
め
て
い
る
。
四
二
町
の
全
面
開
田
は
万
延
・
文

久
期
（
一
八
六
○
’
六
四
）
以
降
ま
で
ず
れ
こ
ん
だ
も
の
と
思
え

る
。
次
に
通
潤
橋
．
通
潤
用
水
事
業
の
実
現
を
み
た
白
糸
台
地
周
辺
の

緑
川
上
流
域
に
お
い
て
進
行
し
た
経
済
開
発
事
業
を
年
次
的
に
示
し

て
お
く
。
緑
川
中
上
流
域
で
の
舟
運
を
可
能
に
す
る
た
め
の
船
水

戸
筋
開
盤
・
波
洪
事
業
が
文
久
二
（
一
八
六
二
）
年
か
ら
元
治
二

（
一
八
六
二
）
年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
元
治
元
（
一
八
六
四
）
年

に
は
緑
川
最
上
流
部
の
舟
運
・
物
流
拠
点
Ⅱ
津
留
ヶ
洲
と
益
城
奥
部

の
交
易
拠
点
Ⅱ
浜
町
を
結
ぶ
津
留
ヶ
測
道
が
完
成
し
、
慶
応
元

（
一
八
六
五
）
年
に
は
船
着
き
・
交
易
場
と
し
て
の
津
留
ヶ
測
勘
場

の
整
備
を
み
る
。

こ
の
よ
う
に
白
糸
台
地
に
お
け
る
通
潤
橋
・
通
潤
用
水
事
業
、

そ
の
後
の
水
田
造
成
事
業
は
緑
川
上
流
域
で
の
経
済
開
発
事
業
を
呼

び
起
こ
す
形
で
進
行
し
て
い
る
が
改
め
て
避
浪
楠
・
避
椴
斥
永

事
業
、
及
び
事
業
の
投
入
を
み
た
白
糸
台
地
そ
の
も
の
の
歴
史
的

位
置
に
つ
い
て
次
の
二
点
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。

第
一
に
、
通
潤
橋
・
通
潤
用
水
事
業
は
、
緑
川
に
面
し
、
そ
の

最
上
流
部
に
位
置
す
る
白
糸
台
地
に
お
い
て
ま
と
ま
っ
た
米
穀
生
産

地
帯
を
つ
く
り
出
し
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
事
業
着
手
段
階
の
南

手
在
の
村
々
の
田
畑
構
成
を
み
る
と
、
田
畝
数
六
○
町
四
反
三
畝

九
歩
、
畑
畝
数
七
五
町
四
反
五
畝
二
一
歩
、
諸
開
畝
数
二
○
町
七

反
四
畝
二
四
歩
で
あ
る
。
事
業
は
主
に
生
産
性
の
低
い
「
諸
開
」

（
中
心
は
野
開
畑
）
を
含
め
た
畑
地
を
水
田
に
つ
く
り
替
え
る
上
畝

（
７
）

開
で
あ
り
、
当
初
の
開
田
予
定
分
の
四
二
町
余
を
加
え
る
だ
け
で

も
台
地
一
帯
の
水
田
は
既
存
の
水
田
を
加
え
て
一
○
○
町
を
越
え
る
。

通
潤
橋
の
用
水
施
設
の
修
覆
料
や
手
永
持
ち
の
開
き
増
し
分
を
加
え

る
と
、
幕
末
期
に
は
白
糸
台
地
の
水
田
面
積
は
一
三
○
町
程
度
に

は
達
し
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
緑
川
に
臨
む
白
糸
台
地
に

お
い
て
矢
部
手
永
の
行
政
力
・
資
金
・
労
働
力
を
投
入
し
た
公
共
的

事
業
が
緑
川
の
機
能
、
特
に
舟
運
・
物
流
機
能
へ
の
関
心
を
高
め

た
の
は
想
像
に
か
た
く
な
い
。
そ
の
意
味
で
次
の
点
に
注
目
し
た

い
。
第
二
に
、
白
糸
台
地
そ
の
も
の
の
地
政
学
的
・
歴
史
的
位
置
で

あ
る
。
一
般
に
通
潤
橋
・
通
潤
用
水
事
業
は
、
南
手
在
と
い
う
台

地
上
の
村
々
の
零
落
所
救
済
策
と
い
う
側
面
が
強
調
さ
れ
が
ち
で
あ
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る
ｃ
確
か
に
通
潤
橋
か
ら
台
地
一
帯
を
眺
め
る
と
中
山
間
地
的
な

景
観
を
感
じ
る
。
同
時
に
、
通
潤
橋
を
最
初
に
訪
れ
た
時
、
浜
町

の
中
心
通
り
を
一
歩
出
る
と
、
突
如
、
眼
前
に
通
潤
橋
の
威
容
が

飛
び
込
ん
で
き
た
こ
と
を
今
も
記
憶
し
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
も

改
め
て
白
糸
台
地
の
歴
史
的
・
地
政
学
的
立
地
に
も
注
目
す
る
必
要

が
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
台
地
の
北
側
は
矢
部
手
永
の
中
心
Ⅱ
浜
町

に
近
接
し
て
い
る
。
ま
た
緑
川
に
面
し
た
台
地
の
南
側
に
は
小
西
・

加
藤
時
代
の
益
城
郡
統
治
の
拠
点
Ⅱ
愛
藤
寺
城
、
北
端
に
は
愛
藤

寺
城
と
対
を
な
す
岩
尾
城
が
位
置
し
、
中
世
阿
蘇
大
宮
司
の
本
拠
、

浜
町
中
心
部
に
所
在
す
る
「
浜
の
館
」
に
通
じ
て
い
る
。
最
近
の

山
都
町
教
育
委
員
会
の
発
掘
成
果
を
ふ
ま
え
る
と
、
加
藤
氏
時
代

の
愛
藤
寺
城
は
緑
川
方
面
に
向
け
た
大
手
形
態
を
と
っ
て
い
た
こ
と

を
想
定
さ
せ
る
。
愛
藤
寺
城
跡
は
、
浜
町
側
・
通
潤
橋
側
か
ら
位

置
関
係
を
考
え
る
と
、
台
地
の
奥
深
く
に
位
置
す
る
、
さ
し
て
重

要
性
を
感
得
し
に
く
い
城
と
の
認
識
も
さ
れ
か
ね
な
い
が
、
緑
川

を
渡
っ
て
対
岸
の
内
大
臣
側
か
ら
望
見
す
る
と
城
の
見
方
は
一
変
す

る
。
こ
の
城
が
緑
川
に
臨
み
、
緑
川
筋
を
取
り
込
ん
だ
城
で
あ
る

こ
と
を
実
感
す
る
。
城
跡
の
す
ぐ
下
の
崖
は
緑
川
の
河
岸
に
通
じ

て
い
る
。
阿
蘇
大
宮
司
の
浜
の
館
時
代
か
ら
緑
川
の
河
岸
筋
に
は
、

上
流
部
の
愛
藤
寺
城
か
ら
中
流
部
の
拠
点
Ⅱ
甲
佐
・
甲
佐
社
に
通
じ

る
交
通
路
が
整
備
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

甲
佐
社
（
甲
佐
神
社
）
の
位
置
も
注
目
さ
れ
る
。
甲
佐
社
は
現

在
の
甲
佐
町
上
場
の
緑
川
右
岸
に
位
置
す
る
が
、
こ
の
あ
た
り
で

緑
川
の
川
筋
は
様
相
を
変
え
る
。
現
在
も
緑
川
筋
の
堤
防
が
上
場

か
ら
下
流
域
に
施
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
緑
川
は
甲
佐
社
付
近
で

様
相
を
二
分
し
、
上
場
か
ら
上
流
域
は
河
谷
・
渓
谷
状
の
様
態
を

と
る
よ
う
に
な
る
。
緑
川
舟
運
は
幕
末
近
く
ま
で
こ
の
上
揚
地
区

付
近
が
遡
上
の
限
界
で
あ
り
、
い
わ
ば
川
筋
の
境
目
に
甲
佐
社
は

位
置
し
て
い
る
。
矢
部
浜
町
Ⅱ
浜
の
館
を
拠
点
と
す
る
阿
蘇
大
宮

司
に
と
っ
て
、
甲
佐
・
甲
佐
社
は
益
城
郡
一
帯
を
支
配
し
、
熊
本

平
野
部
の
「
国
中
」
方
面
に
行
動
す
る
出
先
の
拠
点
で
あ
り
、
浜

の
館
か
ら
岩
尾
城
・
白
糸
台
地
・
愛
藤
寺
城
へ
と
結
ぶ
一
帯
と
、

緑
川
の
川
筋
を
経
て
甲
佐
・
甲
佐
社
に
至
る
交
通
路
は
枢
要
な
政
治
・

経
済
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
と
言
っ
て
よ
い
。
白
糸
台
地
は
歴
史
的
に

も
交
通
・
流
通
の
要
衝
に
位
置
し
て
お
り
、
甲
佐
か
ら
上
流
の
緑

川
中
上
流
部
に
舟
運
が
遡
上
し
て
く
れ
ば
河
口
部
の
川
尻
と
直
結
し
、

そ
の
市
場
Ｑ
物
流
機
能
は
格
段
に
高
ま
る
こ
と
に
な
る
。

緑
川
は
、
球
磨
川
と
な
ら
ぶ
急
流
で
あ
る
が
、
当
時
か
ら
球
磨

川
に
く
ら
べ
る
と
水
位
は
低
く
、
現
在
、
上
流
部
の
三
つ
の
ダ
ム

に
よ
っ
て
さ
ら
に
水
量
は
激
減
し
て
い
る

水
位
は
往
時
よ
り
一

ｍ
以
上
も
下
が
っ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
。
地
形
的
に
も
中
流
部
の

甲
佐
を
過
ぎ
る
と
上
流
部
に
向
け
て
勾
配
は
急
に
な
り
、
水
位
が

下
が
っ
て
む
き
出
し
に
な
っ
た
川
底
・
河
岸
の
岩
肌
は
、
瀬
筋
の

張
り
出
し
た
急
流
を
想
像
さ
せ
、
長
い
間
甲
佐
地
域
か
ら
上
流
域
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へ
の
舟
運
の
遡
上
を
阻
ん
で
い
た
こ
と
を
実
感
す
る
噂
隈
府
（
現

菊
池
市
）
ま
で
川
平
田
が
遡
上
す
る
菊
池
川
と
対
比
す
る
と
、
河

川
交
通
が
取
り
結
ぶ
物
流
・
交
易
の
面
で
、
緑
川
と
菊
池
川
と
で

は
格
段
の
違
い
が
あ
っ
た
。

緑
川
中
上
流
域
に
お
け
る
舟
運
開
拓
の
取
り
組
み
は
文
化
期

（
一
八
○
四
’
一
八
）
に
始
ま
る
。
文
化
四
（
一
八
○
七
）
年
か
ら

文
政
四
（
一
八
二
一
）
年
ま
で
の
一
五
年
間
、
都
合
銭
一
七
貫
二

○
○
目
の
経
費
で
川
底
の
小
石
波
え
が
行
わ
れ
、
砥
用
手
永
中
ノ

村
あ
た
り
ま
で
の
通
船
が
可
能
と
な
っ
て
い
る
極
、
そ
の
後
長
ら

く
緑
川
筋
の
波
方
普
請
事
業
は
中
断
さ
れ
る
。
そ
し
て
幕
末
期
、

緑
川
舟
運
の
限
界
は
大
き
く
克
服
さ
れ
る
。
そ
の
中
心
と
し
て
動

い
た
の
が
、
通
潤
橋
・
通
潤
用
水
事
業
に
尽
力
し
た
惣
庄
屋
布
田

保
之
助
の
後
継
、
矢
部
手
永
惣
庄
屋
布
田
市
右
衛
門
で
あ
る
。

布
田
市
右
衛
門
は
、
通
潤
橋
・
通
潤
用
水
事
業
に
よ
る
水
田
造

成
事
業
が
ま
だ
中
途
の
段
階
に
お
い
て
新
た
な
経
済
開
発
事
業
に
着

手
す
る
。
そ
れ
は
、
白
糸
台
地
の
南
麓
、
緑
川
の
河
岸
に
位
置
す

る
矢
部
手
永
菅
村
懸
り
津
留
ヶ
洲
を
基
点
に
し
た
緑
川
筋
広
域
物
流
・

交
易
構
想
と
で
も
い
う
べ
き
計
画
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
次
の

三
点
を
内
容
と
し
て
い
る
。

①
緑
川
筋
物
流
基
点
と
し
て
の
菅
村
懸
り
津
留
ヶ
洲
の
機
能
創
出
、

津
留
ヶ
洲
に
い
た
る
緑
川
中
上
流
筋
の
開
竪
・
波
深
。

②
矢
部
手
永
の
中
心
Ⅱ
浜
町
と
津
留
ヶ
測
を
結
ぶ
交
通
・
物
流
ラ

二
一
篭
Ⅱ
側
オ
ー
Ｆ
月
月
豊
．
謝
謝
葛
割
り
展
月

幕
末
期
、
緑
川
中
上
流
域
で
進
め
ら
れ
た
川
筋
の
開
繋
・
波
深

（
９
）

事
業
の
事
実
は
従
来
全
く
知
ら
れ
て
い
な
い
。
従
っ
て
緑
川
舟
運

が
幕
末
に
は
最
上
流
部
の
津
留
ヶ
洲
ま
で
遡
上
し
て
い
た
こ
と
に
つ

イ
ン
の
強
化
。

③
緑
川
筋
物
流
基
点
Ⅱ
津
留
ヶ
洲
を
直
接
に
支
え
、
緑
川
筋
開

削
・
淡
淡
事
業
費
を
調
達
す
る
た
め
の
新
産
業
と
し
て
木
炭
業

の
強
化
。

緑
川
上
流
域
に
お
い
て
舟
運
を
遡
上
さ
せ
る
計
画
が
浮
上
す
る
直

接
契
機
と
な
っ
た
の
は
、
白
糸
台
地
一
帯
に
お
け
る
大
規
模
水
利

土
木
事
業
・
水
田
造
成
事
業
と
、
対
岸
の
緑
川
左
岸
一
帯
の
森
林

で
近
時
活
発
化
し
て
い
る
木
炭
業
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
緑
川

上
流
域
に
ま
と
ま
っ
た
米
穀
生
産
地
が
造
成
さ
れ
た
こ
と
で
緑
川
に

よ
る
年
貢
米
輸
送
が
検
討
さ
れ
、
こ
れ
に
緑
川
上
流
域
の
森
林
資

源
開
発
が
リ
ン
ク
し
、
文
久
期
に
は
い
っ
て
「
船
水
戸
波
方
」
と

称
す
る
緑
川
の
開
竪
・
波
喋
事
業
が
一
気
に
具
体
化
す
る
。
事
業

資
金
は
藩
庁
郡
方
か
ら
融
資
さ
れ
る
が
、
郡
方
が
融
資
に
応
じ
た

の
も
、
白
糸
台
地
を
中
心
と
し
た
緑
川
上
流
域
で
の
大
規
模
水
田

造
成
、
緑
川
左
岸
の
砥
用
・
矢
部
手
永
の
奥
御
山
一
帯
で
の
藩
用

仕
入
炭
焼
に
み
る
よ
う
な
緑
川
上
流
域
で
の
活
発
な
経
済
開
発
状
況

に
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
。
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い
て
の
認
識
も
低
い
。
ま
ず
は
事
業
の
概
要
に
つ
い
て
説
明
し
て

お
く
。緑
川
開
塞
・
波
深
事
業
の
目
的
と
推
移
に
つ
い
て
は
、
元
治
元

（
一
八
六
四
）
年
五
月
、
緑
川
最
上
流
部
津
留
ヶ
洲
ま
で
の
船
水
戸

筋
開
塞
・
波
深
事
業
が
終
了
し
た
時
点
で
、
矢
部
Ｑ
砥
用
・
甲
佐

三
手
永
の
惣
庄
屋
が
藩
庁
郡
方
に
提
出
し
た
事
業
資
金
に
関
す
る
願

（
脚
）

書
に
よ
っ
て
う
か
が
う
こ
と
が
で
き
る
。

奉
願
覚

一
銭
百
三
拾
七
貫
三
百
壱
匁
三
分
四
厘

但
、
矢
部
手
永
菅
村
懸
緑
川
筋
霧
か
測
巳
下
、
甲

佐
鵜
瀬
碩
迄
通
舟
水
戸
波
方
御
普
請
被
仰
付
候
入
目

銭
惣
斗
、
本
行
之
通
、

内
百
貫
目但
、
去
冬
依
願
御
出
方
被
仰
付
候
分
、

残
三
拾
七
貫
三
百
壱
匁
三
分
四
厘

但
、
金
持
寵
・
加
闘
苧
等
余
斗
之
入
増
彼
是
不
足

二
相
成
申
候
二
付
、
猶
此
節
追
御
出
方
奉
願
候
分
、

右
者
、
緑
川
筋
之
儀
急
流
・
高
浪
之
場
所
二
御
座
候
得
共

矢
部
手
永
津
留
村
巳
下
球
ｒ
川
同
様
通
舟
仕
候
様
、
文
化
度

巳
来
追
々
御
取
起
被
仰
付
候
得
共
、
被
行
兼
、
漸
ク
砥
用
手

永
中
之
村
巳
下
通
舟
仕
居
申
候
、
然
処
、
矢
部
手
永
津
留
村

巳
下
、
川
筋
近
村
々
険
阻
之
山
坂
、
第
一
川
尻
御
蔵
払
米
附

越
候
難
渋
難
忍
、
就
而
者
奥
山
御
材
木
御
取
出
等
、
石
川
難

所
勝
二
而
存
分
筏
組
茂
出
来
兼
、
一
本
流
等
二
而
余
斗
之
造

用
相
懸
、
殊
更
買
物
者
引
合
兼
、
諸
産
物
之
融
通
出
来
兼
候

二
付
、
右
船
水
戸
波
方
之
御
仕
法
一
昨
冬
巳
来
積
方
被
仰
付
、

去
五
月
巳
来
為
御
試
、
矢
部
ｑ
甲
佐
引
受
、
舟
津
橋
迄
波
方

被
仰
付
、
其
後
砥
用
も
相
加
リ
、
三
手
永
催
合
、
藤
木
村
下

迄
波
方
相
済
、
追
々
御
見
分
被
仰
付
、
猶
又
藤
木
巳
上
、
矢

部
手
永
菅
村
下
露
か
洲
迄
波
方
相
済
、
先
達
而
御
見
分
茂
被

仰
付
候
通
、
通
舟
仕
候
様
相
成
候
ニ
付
而
者
、
第
一
御
蔵
払

米
積
下
、
御
材
木
御
取
出
之
御
便
利
を
初
メ
、
‐
矢
部
・
砥
用

広
大
之
奥
山
二
而
朽
捨
候
良
材
御
取
出
、
差
寄
炭
焼
方
等
被

仰
付
候
ハ
、
逸
稜
御
用
二
相
立
可
申
、
後
順
五
ヶ
庄
・
奈
須
・

日
州
等
之
産
物
融
通
仕
候
様
二
も
相
成
候
ハ
、
、
乍
恐
永
久

御
上
下
之
御
便
利
筋
と
奉
存
候
間
、
御
時
節
柄
弥
ヶ
上
之
御

出
方
筋
奉
願
候
儀
、
重
畳
奉
恐
入
候
得
共
、
口
立
之
通
追
御

出
方
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
、
則
去
今
之
御
普
請
明
細
帳

四
冊
井
一
紙
之
書
付
相
添
、
此
段
役
名
之
覚
書
を
以
申
上
候
、

以
上
、

元
治
元
年
五

矢
部
少
砥
用
・
甲
佐

御
惣
庄
屋
共

入
江
次
郎
太
郎
殿
画
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村
上
善
九
郎
殿
③

御
郡
方
御
奉
行
中

矢
部
・
砥
用
・
甲
佐
三
手
永
惣
庄
屋
の
願
書
の
主
た
る
内
容
は
次

の
ご
と
く
で
あ
る
。
①
緑
川
の
矢
部
手
永
津
留
ヶ
洲
以
下
を
「
球

磨
川
同
様
」
に
通
船
で
き
る
よ
う
に
船
水
戸
筋
の
波
方
普
請
を
行

い
た
い
。
②
「
文
化
度
巳
来
」
波
方
を
行
っ
て
い
る
が
、
砥
用
手

永
中
ノ
村
以
下
し
か
通
船
で
き
て
お
ら
ず
、
緑
川
中
上
流
部
で
は

筏
組
の
川
下
し
も
で
き
ず
、
木
材
を
．
本
流
」
に
し
て
い
る
。

③
船
水
戸
筋
波
方
普
請
は
文
久
二
年
以
来
経
費
の
積
方
を
行
い
、

ま
ず
矢
部
・
甲
佐
両
手
永
で
甲
佐
の
鵜
瀬
債
か
ら
砥
用
手
永
の
船
津

橋
（
霊
台
橋
）
↓
ま
で
の
区
間
の
波
方
を
行
い
、
そ
の
後
砥
用
手
永

も
加
わ
っ
て
「
三
手
永
催
合
」
に
て
船
津
橋
ｌ
砥
用
手
永
藤
木
村

の
区
間
、
藤
木
村
ｌ
矢
部
手
永
菅
村
懸
り
津
留
ヶ
洲
の
区
間
の
波

方
を
行
っ
た
。
④
津
留
ヶ
洲
ま
で
の
通
船
が
可
能
と
な
っ
た
こ
と

で
年
貢
米
の
川
尻
御
蔵
へ
の
積
下
し
、
木
材
の
取
出
し
が
便
利
に

な
り
、
今
後
、
矢
部
・
砥
用
手
永
域
の
広
大
な
奥
御
山
の
朽
捨
て

木
材
に
よ
る
木
炭
焼
方
、
五
ヶ
庄
・
奈
須
・
日
向
方
面
と
の
産
物

交
易
が
で
き
れ
ば
、
永
久
の
「
御
上
下
之
御
便
利
」
と
な
る
。
⑤

船
水
戸
筋
波
方
の
経
費
は
銭
一
三
七
貫
三
○
一
匁
三
分
一
厘
で
あ
り
、

こ
の
う
ち
銭
一
○
○
貫
は
郡
方
か
ら
の
融
資
は
受
け
て
い
る
が
、

残
り
分
の
出
方
を
お
願
い
し
た
い
。

以
上
の
願
書
の
内
容
で
注
目
さ
れ
る
の
は
、
緑
川
船
水
戸
筋
波

方
事
業
が
矢
部
・
甲
佐
両
手
永
で
始
め
ら
れ
、
砥
用
手
永
も
加
わ
っ

て
「
三
手
永
催
合
」
で
推
進
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
緑
川
舟
運
に
よ

る
広
域
的
な
交
易
を
構
想
し
、
木
炭
業
の
重
要
性
に
目
を
つ
け
て

い
る
こ
と
、
事
業
資
金
と
し
て
既
に
藩
庁
郡
方
か
ら
銭
一
○
○
貫

が
融
資
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
郡
方
か
ら
の
大
口
の
融
資
を

前
提
に
し
た
事
業
立
案
と
い
う
こ
と
で
想
起
さ
れ
る
の
は
、
通
潤

橋
・
通
潤
用
水
に
よ
る
白
糸
台
地
の
水
田
造
成
事
業
で
あ
る
。
郡

方
か
ら
の
通
潤
橋
・
通
潤
用
水
事
業
へ
の
融
資
額
が
銭
三
二
七
貫
で

あ
り
、
矢
部
手
永
は
連
続
し
て
大
口
の
融
資
事
業
を
立
案
し
て
い

る
こ
と
に
な
る
。
水
田
開
発
（
上
畝
開
）
事
業
の
場
合
、
造
成
さ

れ
た
水
田
の
収
益
を
も
っ
て
郡
方
融
資
を
返
済
し
て
い
く
こ
と
に
な

る
が
、
郡
方
は
緑
川
船
水
戸
筋
波
方
事
業
に
融
資
す
る
に
際
し
、

三
手
永
側
に
資
金
返
済
計
画
を
出
さ
せ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
惣

庄
屋
は
、
直
接
的
に
は
矢
部
・
砥
用
両
手
永
の
奥
御
山
地
域
で
の

木
炭
焼
方
を
資
金
返
済
に
当
て
、
将
来
的
に
は
遠
く
日
向
方
面
に

至
る
「
産
物
融
通
」
を
起
し
て
い
く
こ
と
を
想
定
し
、
「
乍
恐
永
久

御
上
下
之
御
便
利
筋
と
奉
存
候
」
と
事
業
に
自
信
を
み
せ
る
。

次
に
船
水
戸
筋
波
方
普
請
の
内
容
を
み
る
と
、
願
書
の
主
内
容

の
③
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
甲
佐
手
永
上
豊
内
村
の
鵜
瀬
碩

か
ら
矢
部
手
永
菅
村
懸
り
津
留
ヶ
洲
に
至
る
緑
川
中
上
流
部
を
大
き

く
四
つ
の
工
区
に
分
け
、
通
船
の
障
害
と
な
る
瀬
筋
の
開
盤
削
、
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表〔 緑川舟水戸渡方事業の工区と経費

川
底
の
岩
石
・
小
石
の
波
深
を

行
っ
て
い
る
。
表
７
は
四
つ
の

工
区
の
瀬
数
と
経
費
、
表
８
は

各
工
区
の
瀬
筋
ご
と
の
経
費
と

波
方
の
詳
細
を
示
し
た
も
の
で

あ
る
。ま
ず
注
目
し
て
お
き
た
い
の

は
、
惣
庄
屋
願
瞥
に
い
う
②
の

「
文
化
度
巳
来
」
波
方
事
業
と
今

回
の
工
区
の
関
係
で
あ
る
。
文

化
一
○
（
一
八
一
三
）
年
、
甲

佐
手
永
塘
方
助
役
渡
辺
官
太
が

記
し
た
「
緑
川
上
流
通
漕
碑
文

乱
翫
〉
に
よ
る
と
、
文
化
三
（
一
八

性
○
六
）
年
か
ら
同
九
年
に
か
け

卿
て
甲
佐
手
永
豊
内
か
ら
矢
部
手

覚
永
津
留
ま
で
の
川
筋
波
方
が
二

燕
区
に
分
け
て
計
画
さ
れ
、
下
流

跡
部
の
豊
内
ｌ
砥
用
手
永
桑
津
留

ｒ蔵
の
波
方
が
実
施
さ
れ
つ
つ
、
桑

率
津
留
ｌ
津
留
の
区
間
は
工
事
が

噸
な
さ
れ
ず
に
終
わ
っ
て
い
る
。

ま
た
渡
辺
官
太
は
同
じ
文
化
一
○
年
に
緑
川
中
流
域
の
堤
防
整
備
状

態
を
「
甲
佐
堤
防
根
帳
壷
と
し
て
記
録
し
て
い
る
が
、
甲
佐
手
永

に
お
い
て
堤
防
整
備
が
な
さ
れ
て
い
る
の
は
上
場
か
ら
下
流
、
糸

田
ま
で
の
区
間
で
あ
る
。
現
在
の
緑
川
の
堤
防
も
当
時
と
変
わ
ら

ず
に
上
場
か
ら
下
流
域
に
施
さ
れ
て
お
り
、
上
場
に
お
い
て
緑
川

の
川
筋

河
岸
形
態
が
二
分
さ
れ
る
の
は
現
在
も
同
じ
で
あ
る
。

上
場
近
く
に
は
「
御
築
場
」
が
位
置
す
る
。
表
８
、
表
９
に
み
る

よ
う
に
、
開
盤
・
波
方
事
業
の
第
一
工
区
は
藩
主
の
漁
場
Ⅱ
蕊
場

に
始
ま
り
、
実
質
上
の
工
事
は
上
場
の
弁
天
岩
に
始
ま
っ
て
い
る
。

つ
ま
り
、
今
回
の
事
業
は
、
「
文
化
度
巳
来
」
の
区
間
に
つ
い
て
も

改
め
て
開
竪
・
波
方
を
行
い
、
全
く
工
事
が
な
さ
れ
て
い
な
い
桑

津
留
上
流
に
つ
い
て
は
津
留
を
越
え
、
津
留
か
ら
約
五
○
○
ｍ
上

流
の
津
留
ヶ
洲
ま
で
工
事
を
実
施
し
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

波
方
事
業
は
大
き
く
船
津
橋
（
霊
台
橋
）
を
以
っ
て
区
分
さ
れ
、

船
津
橋
か
ら
上
流
に
向
う
第
二
期
工
事
で
は
、
た
と
え
ば
「
摺
瀬

長
拾
五
間
水
戸
幅
四
間
大
石
取
除
ｂ
波
方
共
二
壱
人
二
付
五

匁
五
分
宛
誌
）
と
あ
る
ご
と
く
、
瀬
筋
の
大
岩
を
開
盤
し
、
幅
四
間

の
「
水
戸
」
Ⅱ
通
船
路
を
確
保
す
る
方
式
を
と
っ
て
い
る
。
こ
の

方
式
は
最
上
流
の
津
留
ヶ
洲
に
至
る
ま
で
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ

て
川
下
り
の
本
船
水
戸
筋
は
津
留
ヶ
洲
か
ら
船
津
橋
ま
で
大
石
を
開

竪
し
て
四
間
幅
で
水
戸
筋
を
確
保
す
る
方
式
を
と
り
、
川
幅
も
広

が
り
、
流
れ
も
ゆ
る
や
か
に
な
る
船
津
橋
以
下
は
大
小
石
を
開
繋
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工事区間 瀬数 工事規模 経費 竣工時jU

(砥用手永）船津橋より下流域 23瀬 5.405111] 16貫882匁6分5厘 文久3年7ﾉミ

(砥用手永）船津橋～（砥用手永藤木
村）摺漁

14瀬 1.970111] 18貫418匁5分8厘 文久3年8侭

(砥用手永藤木村）弥八瀬～襲落瀬 15瀬 2,225間 23貫873匁3分7厘 文久3年9侭

(砥用手永越早村）御釜瀬～（矢部手
永）津留ケ測漁

29瀬 2,860間 78貫126匁7分4厘 元治元年5提

計 甲佐手永御築～矢部手永津留ヶ槻 81瀬 12,460間 137貫301匁3分4厘



域瀬筋の波方普請の

用手永中ノ村～砥用手永船津橋

用

－99－

番4 瀬の名耐 工醐規模 工事内君 経劉 人夫劃 備裂

弁天潮 大小石取除､波方 25匁

瀧下浦 175匁 35

ざめき＃ 150目 30

‐ 椿場禰 50目 10

三ツ石爾 25匁

釜瀬 125匁 25

長瀬 150目 30

胡麻浦 125匁 25

切落し浦 25匁
1（ 猿飛禰 100目 20

剛 950目 19（

番』 瀬の名* エリ槻模 工事内君 経劉 人夫数 備剣
1］ 天神蘭 波方 55匁 11 外に再手入、人夫5人

11 からん蘭 〃 500目 95.8
内、水中働夫21人、伽

に再手入、人夫3人

1： 古川蘭 〃 291匁 56 内、水中働夫11人
14 山下浦 〃 155匁 31 外に再手入、人夫2人

1〔 井川南 〃 205匁 41 〃

1〔 下龍(流)所瀬 〃 440目 88 〃 人夫40人
17 上龍(流)所瀬 〃 295匁 59 〃 人夫45人

1〔 明神蘭 〃 440目 88 〃 人夫50人
1〔 寄木糊 〃 ・325匁 65 〃 人夫10人

2（ 虫喰開 〃 1180013 36（ 〃 人夫80人

2］ わくろふ制 〃 900目 18（ 〃 人夫35人

22 筋替禰 〃 6001 12（ 〃 人夫25人

2＆ 小波淵 〃 800目 16（ 参 人夫50人

24 米研禰 〃 450目 90 〃 人夫10人

そ
の
靴
巨

からん瀬~開(流)所禰 再手入

受負惣人数(1551人)への賃銀＃ 鰯

人夫への心附剣

1貫500目

312匁

300目

30｛

311
ー

副 9貫368匁 1734.8

番4 瀬の名吻 工聯規模 工事内君 経劉 人夫識 備剣
2〔 弥八蘭 大石取除､波方 297久 54 御見分御試､水戸幅4IK
26 天狗浦 80M 4 1貫45久 191 水戸幅4度

27 楠木又開 30111 4 797匁5分 141 〃

28 長碩開 130間 身 412匁5分 75 〃

29 下つふめき瀬 SON 4 412匁5分 75 今

30 上つふめき瀬 no間 4 1貫127匁5分 201 〃

3］ 水神棚浦 85lfl 4 1貧683A 301 〃

32 井手口＃ 75IS 4 495匁 90 〃

33 土剛禰 7011] 4 1貫193匁5分 211 〃

34 彦平開 50111 4 937A 17（ 〃

35 蛇測浦 SOU! 4 1貫1典 181 〃

3（ 片迫浦 8011
〃
“ 1貫1000 20｛ 〃

37 大別当開 50Ⅲ 4 1貫182匁5分 21｛ 〃

3〔 摺瀬 1511 4 82匁5分 15 〃

創 11貫766匁5分 2139



④砥用手永藤木村～砥用手永大辻村

，
し
つ
つ
、
漉
嘩
辛
刀
拳
と

行
い

広
く
通
船

路
を
確
保
す
る
方
式

を
と
っ
て
い
る
。

さ
て
、
矢
部
・

砥
用
・
甲
佐
三
手
永

「
惣
庄
屋
共
」
の
願

書
を
文
書
形
態
に
お

い
て
注
目
す
る
と
、

惣
庄
屋
た
ち
が
自
分

の
名
前
を
記
さ
ず
、

本
文
末
尾
に
「
此

段
役
名
之
覚
書
を
以

申
上
候
」
と
あ
る

ご
と
く
、
「
役
名
之

覚
書
」
と
し
て
差

し
出
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
あ
る
。
こ
の

願
書
に
は
三
点
の
関

係
文
書
を
添
付
し
て

い
る
。
添
付
さ
れ

た
関
係
文
書
と
は
、
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番是 瀬の名珊 工事規＃ 工事内容 経劉 人夫数 備考
39 弥八下瀬 351 大石取除､波ゴ 1貫 200 水戸幅411
40 弥八瀬 30ltt 11250目 250 〃

41 わくろふ下浦 160価 21750目 550 〃

42 わくろふ浦 55IH 1貫250目 250 〃

43 観音瀬 ssia 750 150 〃

44 立野瀬 120間 2貫50目 410 〃

45 脇瀬下鰯 190$ 1貫700目 340 〃

46 脇爾 60W 375匁 75 〃

471橋懸下漁 60脳 250目 50 〃

48 喬懸瀬 30IH 750目 150 〃

49 遠野瀬 120間 750目 150 〃

50 夫婦石浦 260間 21250目 450 〃

51 黒土剛瀬 175間 2貫625匁 525 〃

52 三ツ石瀬 210間 2貫650目 530 〃

53 蟹落瀬 SOB! 〃 350目 70 〃

計 201750久 4150

番景 瀬の名利 工事規1 工事内容 経弘 人夫数 備考
54 御釜瀬 70間 大石取除､波方 4貫350 870 幅411
55 一之口瀬 90Ml 〃 6貫250E 1250 水戸幅ism
56 片測瀬 HOlffl 〃 21500 500 水戸幅1418

57 苧演場瀬 80111 水戸波方 5001 100

58 鍍子測潮 30慣 〃 250i 50

59 赤岩瀬 150間 〃 1貫685久 337

60 黒木測瀬 80Ri 〃 1貫250久 250

61 犬返瀬 70113 大石取除､波方 8751 175 水戸幅4冊
62 白土剛鯛 sow 1貫 200

63 出来測瀬 100間 1貫850 370

64 姫子瀬下瀬 40IH 〃 250 50

65 上姫子浦 170間 〃 1賞750 350

66 猫伏瀬 30間 〃 600 120

67 蛇測瀬 80間 〃 1貫525 305

68 下鈍ヶ測浦 10間 〃 250 50

69 上蛇ヶ測棚 35間 〃 3貧125匁 625

70 下橋場浦 70間 〃 2貫 400

71 中橋場浦 7018] 〃 1賀 200

72 大橋場漁 50間 〃 51600目 112C

73 上橋場剛 70間 〃 500目 10C

74 津留之前瀬 167111 〃 1賞 20C

75 舞鶴漁 123111 〃 1貫950目 39C

76 惣之漁 14811] 〃 750目 15C

77 松太郎下糊 10間 〃 375匁一 75

78 松太郎上穂 20間 〃 375匁 75

79 宮之前禰 120111 〃 2貫 40［

80 鶴ヶ測聴 70間 〃 21550g 51〔

隊 46賞110匁 9222



（
１
）
経
費
総
額
の
大
ま
か
な
内
訳
を
示
し
た
惣
庄
屋
の
覚
書
、

（
２
）
直
接
工
事
区
間
の
現
場
指
揮
に
当
っ
た
三
手
永
の
会
所
幹
部

が
四
つ
の
工
事
区
間
ご
と
の
経
費
を
書
き
上
げ
た
覚
書
、
（
３
）
同

様
に
会
所
幹
部
が
各
工
事
区
間
の
瀬
Ⅱ
工
事
個
所
ご
と
の
経
費
を
書

き
上
げ
た
覚
書
の
三
点
か
ら
な
る
。
こ
こ
で
は
先
の
「
惣
庄
屋
共
」

の
願
書
と
対
比
す
る
意
味
で
添
付
文
書
の
中
で
惣
庄
屋
連
名
の

（
Ｍ
）

（
１
）
の
覚
書
を
示
し
て
お
く
。

覚

別
紙
明
細
四
冊
分
、
惣
計
入
目
銭

一
銭
百
三
拾
七
貫
三
百
壱
匁
三
分
四
厘

内
百
壱
貫
三
百
拾
壱
匁
五
分
夫
賃
銭

弐
拾
貫
弐
百
三
拾
七
匁
三
分
九
厘
鉄
持
篭
代
、

か
魯
苧
代

拾
五
貫
七
百
五
拾
弐
匁
四
分
五
厘
か
く
り
板
舟
代
井

夫
方
元
気
付
代
、

筆
紙
墨
６
諸
造
用

出
役
夫
飯
米
共

右
者
今
度
矢
部
手
永
菅
村
以
下
緑
川
筋
通
舟
水
戸
筋
波
方
御
普
請

被
仰
付
、
去
五
月
な
取
懸
申
候
処
、
此
節
一
順
波
方
相
済
候
二

付
、
夫
賃
銭
其
外
一
切
之
入
目
銭
明
細
相
し
ら
へ
申
候
処
、
口

立
之
通
二
御
座
候
間
、
宜
敷
被
仰
付
可
被
下
候
、
則
明
細
帳
相

添
、
此
段
覚
書
を
以
申
上
候
、
以
上
、

－
７
、
淵
凹
フ
ハ
判
一
工

↓
Ⅳ
手
仁
坐
僻
脚
，
何
》

梅
田
源
作
⑨

井
上
甚
之
助
⑳

入
江
次
郎
太
郎
殿
画

村
上
善
九
郎
殿
③

御
郡
方御
奉
行
中

二
つ
の
文
書
の
差
出
形
態
を
み
る
と
違
い
は
歴
然
で
あ
る
。
本

件
の
主
文
書
と
な
る
先
の
願
書
の
特
色
は
、
差
出
主
体
の
個
人
名

を
出
さ
ず
、
「
矢
部
・
砥
用
・
甲
佐
御
惣
庄
屋
共
」
と
さ
れ
、
「
覚

帳
」
収
載
の
上
申
文
書
で
は
通
常
的
で
あ
る
差
出
人
の
押
印
が
な
－１

く
、
宛
所
の
郡
代
に
押
印
が
あ
る
。
差
出
の
「
惣
庄
屋
共
」
と
は
、
叩

添
付
さ
れ
た
（
１
）
の
覚
書
に
み
る
よ
う
に
、
矢
部
手
永
の
布
田
一

市
右
衛
門
、
砥
用
手
永
の
梅
田
源
作
、
甲
佐
手
永
の
井
上
甚
之
助

で
あ
る
が
、
（
１
）
で
は
三
名
の
押
印
が
な
さ
れ
て
い
る
。
布
田
市

右
衛
門
ら
三
名
は
、
添
付
文
書
の
（
１
）
と
同
様
に
願
書
で
も

「
連
名
」
の
通
常
形
式
を
と
れ
ば
よ
い
も
の
を
、
差
出
主
体
を
「
矢

部
・
砥
用
・
甲
佐
惣
庄
屋
共
」
と
し
、
「
役
名
之
覚
書
」
と
断
っ
て

差
し
出
し
た
の
に
は
二
つ
の
理
由
が
想
定
さ
れ
る
。
第
一
に
、
差

出
の
個
人
名
を
出
さ
な
い
こ
と
で
上
申
文
書
が
関
係
手
永
の
惣
庄
屋

を
中
心
と
し
た
地
域
合
意
が
存
在
し
、
惣
庄
屋
の
「
役
名
」
を
以
っ

て
願
い
出
た
こ
と
を
明
示
す
る
ね
ら
い
が
あ
る
こ
と
、
第
二
に
、



直
接
の
宛
所
で
あ
る
郡
代
が
押
印
す
る
こ
と
で
、
本
上
申
文
書
が

郡
代
と
の
十
分
な
す
り
合
わ
せ
の
も
と
で
作
成
さ
れ
、
郡
代
の
政

策
保
証
を
受
け
た
こ
と
を
印
象
づ
け
る
文
書
形
式
と
な
っ
て
い
る
。

も
っ
と
も
、
こ
の
惣
庄
屋
共
の
願
筋
は
難
航
す
る
。
郡
方
は
櫨

方
・
紙
猪
方
・
産
物
方
な
ど
藩
側
の
貨
殖
機
関
へ
融
資
の
協
力
を
求

め
る
が
、
こ
れ
ら
の
役
所
は
容
易
に
融
資
に
応
じ
ず
、
追
加
融
資

問
題
が
一
応
の
決
着
を
み
る
の
は
、
ほ
ぼ
一
年
後
の
慶
応
元
年
六

（
旧
）

月
で
あ
る
。
本
船
水
戸
筋
波
方
普
請
の
意
義
に
つ
い
て
、
甲
佐
手

（
脇
）

永
惣
庄
屋
井
上
甚
之
助
は
翌
慶
応
元
年
六
月
の
願
書
に
お
い
て
次
の

よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

緑
川
筋
矢
部
手
永
菅
村
懸
鶴
ヶ
洲
以
下
、
甲
佐
手
永
鵜
瀬
砿

迄
舟
水
戸
波
方
御
普
請
被
仰
付
候
二
付
、
砥
用
・
矢
部
奥
御

山
二
お
ひ
て
炭
御
仕
入
井
御
用
歩
板
御
取
出
、
去
年
来
舟
積
、

且
筏
組
を
以
試
下
シ
方
茂
被
仰
付
、
炭
之
儀
者
甲
佐
鵜
瀬
碩

二
而
鼻
揖
舟
よ
り
俵
増
を
以
平
田
舟
二
積
替
被
仰
付
（
後
略
）
、

元
治
元
年
、
船
水
戸
筋
普
請
の
成
就
に
と
も
な
っ
て
津
留
ヶ
洲

か
ら
の
舟
積
さ
筏
組
が
始
ま
っ
て
い
る
。
従
来
の
材
木
の
一
本
流

し
が
「
筏
組
」
に
よ
る
川
下
し
と
な
り
、
ま
た
、
こ
れ
ま
で
牛
馬

で
甲
佐
ま
で
駄
送
さ
れ
て
い
た
木
炭
は
、
津
留
ヶ
洲
か
ら
鼻
揖
舟

に
積
み
込
ま
れ
て
急
流
を
下
り
、
甲
佐
鵜
瀬
碩
に
て
積
み
替
え
ら

（
”
）

れ
、
俵
数
を
増
し
て
川
口
へ
向
っ
て
い
る
。
鼻
揖
舟
と
は
、
紬
先

に
揖
を
取
り
付
け
、
瀬
筋
と
流
れ
の
変
化
に
あ
わ
せ
て
巧
み
に
揖

四
緑
川
筋
物
流
・
交
易
の
活
発
化
と
地
域
産
業

本
船
水
戸
筋
波
方
普
請
の
翌
年
、
慶
応
元
年
（
元
治
二
年
）
は

緑
川
舟
運
に
よ
る
物
流
・
交
易
活
発
化
の
画
期
と
な
る
。
注
目
さ

れ
る
の
は
、
①
船
水
戸
筋
（
本
船
水
戸
筋
）
開
塞
・
波
喋
事
業
と

併
行
し
た
白
糸
台
地
の
南
側
、
白
石
ｌ
津
留
ヶ
測
間
の
石
畳
新
道

の
建
設
、
②
緑
川
の
中
下
流
域
か
ら
津
留
ヶ
洲
ま
で
下
り
の
通
船

路
と
併
行
す
る
形
で
船
を
遡
上
さ
せ
る
た
め
の
登
り
船
水
戸
筋
波
方

普
請
の
実
施
、
③
緑
川
舟
運
の
中
継
基
地
Ⅱ
甲
佐
に
お
け
る
矢
部

手
永
の
「
中
ヵ
出
蔵
」
の
建
設
、
④
浜
町
に
お
け
る
産
物
会
所
の

設
置
、
津
留
ヶ
洲
・
上
豊
内
に
お
け
る
「
勘
場
」
の
設
置
、
⑤
矢

部
・
砥
用
両
手
永
の
会
所
に
よ
る
木
炭
業
の
本
格
化
、
以
上
の
諸

点
で
あ
る
。

①
の
新
道
は
地
元
で
は
「
岩
丁
場
」
の
名
で
呼
ば
れ
た
り
す
る
。

岩
丁
場
と
は
、
山
裾
沿
い
の
新
道
建
設
に
お
い
て
行
く
手
を
は
ば

む
形
で
横
た
わ
っ
て
い
た
岩
山
状
の
岩
盤
を
長
さ
約
一
○
○
ｍ
、

幅
四
ｍ
に
わ
た
っ
て
開
盤
し
た
岩
盤
開
盤
の
工
事
現
場
の
こ
と
で
あ

る
が
、
新
道
建
設
の
最
大
難
所
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
こ
の
名
が
一

を
》
採
っ
て
進
む
急
流
用
の
小
鼎
》
で
あ
る
く
津
留
ヶ
洲
ま
て
鼎
呼
力
遡

上
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
実
感
す
る
。
幕
末
期
の
元
治

元
年
、
長
く
緑
川
中
流
域
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
緑
川
舟
運
は
一
気

に
上
流
域
の
津
留
ヶ
洲
ま
で
到
着
し
た
の
で
あ
る
。
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般
化
し
た
も
の
と
み
て
よ
い
。
岩
丁
場
の
開
竪
さ
れ
た
磨
崖
岩
壁

に
は
「
此
新
道
元
治
元
子
六
月
出
来
」
と
朱
を
施
し
た
刻
銘
が
存

在
す
る
。
こ
の
新
道
全
体
が
ほ
ぼ
元
治
元
年
六
月
に
完
成
し
勺
い

わ
ば
竣
工
の
意
味
を
こ
め
て
最
大
の
難
工
事
の
現
場
に
刻
銘
し
た
も

の
と
み
ら
れ
る
。
元
治
元
年
六
月
と
い
う
時
期
は
重
要
で
あ
る
。

矢
部
手
永
に
お
い
て
は
、
先
代
惣
庄
屋
の
布
田
保
之
助
の
段
階

か
ら
矢
部
手
永
全
域
に
わ
た
る
道
路
整
備
が
進
め
ら
れ
、
幹
線
の

日
向
街
道
と
緑
川
筋
を
結
ぶ
形
で
数
多
く
の
新
道
建
設
が
な
さ
れ
て

い
る
。
白
糸
台
地
に
お
い
て
も

表
加
に
み
る
よ
う
な
道
普
請
が

確
認
で
き
る
。
と
く
に
弘
化
四
（
一
八
四
七
）
年
の
緑
川
筋
に
至

る
道
普
請
は
、
現
在
、
相
藤
寺
の
石
畳
道
と
し
て
残
さ
れ
て
い
る

も
の
で
あ
り
、
今
回
の
新
道
建
設
と
の
関
係
で
も
注
目
さ
れ
る
が
、

建
設
経
費
・
工
事
規
模
、
道
の
整
備
度
に
お
い
て
格
段
の
相
違
が

認
め
ら
れ
る
。
岩
丁
場
の
よ
う
な
岩
盤
開
盤
、
山
裾
の
片
側
崖
地

の
石
垣
整
備
、
四
ｍ
近
い
道
幅
と
石
畳
舗
装
。
当
時
の
道
路
と
し

て
は
幹
線
並
の
第
一
級
の
整
備
状
態
と
み
て
よ
い
。

新
道
が
完
成
し
た
元
治
元
年
六
月
は
、
先
に
み
た
緑
川
本
船
水

戸
筋
開
塞
・
波
深
事
業
が
完
成
し
た
直
後
に
あ
た
る
。
新
道
建
設

は
、
ま
さ
に
本
船
水
戸
筋
事
業
と
併
行
し
て
行
わ
れ
た
こ
と
に
な

る
。
新
道
の
存
在
が
史
料
的
に
確
認
で
き
る
の
は
、
矢
部
・
砥
用
・

甲
佐
三
手
永
の
惣
庄
屋
が
、
本
船
水
戸
筋
に
つ
づ
く
登
り
船
水
戸

筋
波
方
と
新
道
普
請
の
経
費
を
三
万
俵
の
炭
焼
方
に
よ
り
捻
出
す
る

こ
と
に
陵
し
て
薪

炭
受
込
の
郡
横
目
に
差

し
出
し
た
元
治
元
年
九

（
肥
）

月
の
請
書
で
あ
り
、

「
露
ヶ
測
舟
場
口
通
新

道
」
と
出
て
く
る
。

同
請
書
で
は
新
道
建
設

経
費
に
つ
い
て
次
の
よ

う
に
記
し
て
い
る
。

露
ケ
測
舟
場
口
通

新
道
立
入
目
銭
之

儀
、
甲
佐
α
矢

部
両
手
永
二
お
い

て
民
力
強
寸
志
相

偶
、
入
目
銭
取

賄
申
筈
之
処
、

方
被
仰
付
、
民

力
強
寸
志
相
侶
候
儀
被
行
兼
、
奉
当
惑
候
、
依
之
右
登
水
戸

波
井
新
道
入
目
銭
取
賄
料
と
し
て
矢
部
手
永
目
丸
懸
雨
之
宮
御

山
二
而
炭
三
万
俵
丈
ヶ
焼
立
候
元
木
私
共
三
手
永
引
請
二
而
被

御
別
段
之
寸
志
偶

…
星
傭

表10白糸台地における道普請一覧（天保5年～安政6

布田家文書（熊本県立図書館蔵）噺道ケ所間数夫御入目銭しらへ帳」

-103-

完成年代 普鯖内幕 普柵場所 普謂経潤 人夫数

天保12年3月 新道692IH 菅村･新磯村 鮎ノ# 316匁5分 2050人

天保12年8月 新道61m 新腰＊ 横ヲ 15匁 95ノ

弘化2年3月 新道350111 新藤イ 中野尾 － 112人

弘化3年5月 新道109111 田吉イ 乳母ヶつくI
(乳母ヶ棚

81匁2分5厘(夫飯米） 32.5‘
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渡
下
、
相
対
捌
御
免
被
仰
下
候
様
（
後
略
）

つ
ま
り
新
道
普
請
経
賢
に
つ
い
て
は
、
当
初
、
甲
佐
・
矢
部
両

手
永
に
お
い
て
有
徳
者
か
ら
の
「
民
力
強
め
」
寸
志
を
募
集
し
て

充
当
す
る
方
針
と
さ
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
藩
側
か
ら
抱
器
製
造

寸
志
が
求
め
ら
れ
、
登
り
船
水
戸
筋
波
方
普
請
経
費
と
と
も
に
木

炭
三
万
俵
の
焼
方
・
売
却
で
賄
い
た
い
と
の
方
針
を
願
い
出
て
い
る
。

実
際

《
三
万
俵
の
木
炭
焼
方
に
よ
る
登
り
船
水
戸
筋
波
方
経
費
の

（
蹄
》

調
達
を
求
め
た
元
治
元
年
七
月
の
願
書
に
は
新
道
普
請
経
費
は
存
在

せ
ず
、
そ
の
後
、
三
手
永
の
間
で
登
り
船
水
戸
筋
波
方
普
請
経
費

に
加
え
て
新
道
普
請
経
費
も
木
炭
売
却
を
も
っ
て
調
達
す
る
方
針
が

合
意
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

矢
部
手
永
の
白
糸
台
地
南
麓
に
造
成
さ
れ
る
新
道
経
費
が
、
当

初
、
矢
部
・
砥
用
の
両
手
永
を
ま
た
ぐ
形
で
寸
志
を
募
集
し
て
調

達
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
、
そ
し
て
最
終
的
に
甲
佐
手
永
を

加
え
た
三
手
永
の
木
炭
売
却
に
よ
る
経
費
調
達
の
な
か
に
加
え
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
、
新
道
は
緑
川
で
結
ば
れ
る
三
手
永
に
必
要
な
公

共
財
と
の
認
識
が
共
有
さ
れ
て
い
る
。
惣
庄
屋
が
郡
横
目
に
宛
て

（
釦
）

た
元
治
二
年
三
月
の
「
覚
」
に
は
次
の
よ
う
に
新
道
経
費
が
明
示

さ
れ
て
い
る
。

（
理

一
同
三
拾
弐
貫
目

但
、
矢
部
手
永
菅
村
懸
篭
ヶ
測
舟
場
口
江
矢
部
・
菅
尾
・

日
州
か
之
諸
産
物
井
登
荷
物
・
塩
類
等
浜
町
・
馬
見
原
方

江
之
通
路
無
御
座
候
二
付
、
運
送
通
路
之
新
道
建
被
仰

付
、
大
略
成
熟
仕
候
入
目
銭
本
行
之
通
、

道
普
請
経
費
三
二
貫
は
、
登
り
船
水
戸
筋
波
方
経
費
見
積
り
の

半
分
に
相
当
す
る
。
前
掲
表
加
の
布
田
保
之
助
段
階
の
道
普
請
経

費
と
較
べ
て
も
経
費
規
模
は
格
段
に
違
う
。
新
道
を
「
矢
部
手
永

菅
村
懸
砺
ヶ
測
舟
場
口
江
矢
部
・
菅
尾
・
日
州
な
之
諸
産
物
井
登
荷

物
・
塩
類
等
浜
町
・
馬
見
原
方
江
之
通
路
」
と
位
置
づ
け
て
い
る
。

新
道
と
緑
川
対
岸
に
津
留
ヶ
洲
が
所
在
す
る
白
糸
台
地
は
、
浜
町

を
中
心
と
し
た
広
域
交
易
・
物
流
の
動
脈
部
に
位
置
し
て
い
た
と
い

篭
え
守
勾
Ｏ
登
り
船
水
戸
筋
波
方
普
請
は
本
船
水
戸
筋
波
方
普
請
、
津
留
ヶ

洲
新
道
建
設
と
併
行
し
て
計
画
さ
れ
る
。
矢
部
・
砥
用
・
甲
佐
三

手
永
の
惣
庄
屋
は
、
元
治
元
年
五
月
、
矢
部
手
永
菅
村
懸
り
津
留

ヶ
洲
か
ら
甲
佐
手
永
鵜
瀬
碩
に
至
る
本
船
水
戸
筋
波
方
事
業
と
、

白
糸
台
地
南
麓
の
白
石
ｌ
津
留
ヶ
測
間
の
新
道
建
設
を
終
え
る
と
、

次
に
緑
川
中
流
域
か
ら
津
留
ヶ
洲
に
至
る
登
り
船
水
戸
筋
波
方
事
業

に
と
り
か
か
る
。
当
時
は
、
ま
だ
本
船
水
戸
筋
波
方
事
業
資
金
の

不
足
分
の
借
入
れ
先
が
宙
に
浮
い
た
ま
ま
で
あ
る
が
、
惣
庄
屋
は
、

矢
部
手
永
目
丸
村
一
帯
の
材
木
を
用
い
た
木
炭
業
に
目
を
つ
け
、

連
携
し
て
登
り
船
水
戸
筋
波
方
事
業
へ
と
向
っ
て
い
る
。
次
の
史

料
は
、
矢
部
・
砥
用
・
甲
佐
三
手
永
の
惣
庄
屋
が
、
登
り
水
戸
筋

波
方
事
業
経
費
調
達
の
た
め
、
目
丸
村
雨
ノ
宮
の
御
山
に
お
け
る
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Ｆ
の
色
『

三
万
俵
の
炭
焼
方
を
願
い
出
た
も
の
で
あ
る
。

奉
願
覚

緑
川
通
船
二
付
、
登
り
水
戸
波
方
御
普
請
料
と
し
て
矢
部
手

永
目
丸
村
懸
雨
ノ
宮
御
山
二
而
炭
三
万
俵
焼
立
候
元
木
、
私

共
引
請
を
以
被
渡
下
、
相
対
捌
御
免
被
仰
付
候
様
、
先
書
を

以
奉
願
置
候
通
、
何
卒
御
急
埼
被
仰
付
被
下
候
様
奉
願
候
、

如
奉
願
御
免
被
仰
付
候
得
者
、
焼
立
方
等
之
儀
者
布
田
市
右

衛
門
な
引
請
、
厳
重
二
取
計
、
登
り
水
戸
波
方
二
取
懸
申
度

奉
存
候
、
此
段
役
名
之
覚
書
を
以
申
上
候
、
以
上
、

元
治
元
年
七
月
甲
佐
・
矢
部
・
砥
用

御
惣
庄
屋
共

入
江
次
郎
太
郎
殿

村
上
善
九
郎
殿
④

御
郡
方御
奉
行
衆
中

こ
の
願
書
も
「
甲
佐
・
矢
部
・
砥
用
御
惣
庄
屋
共
」
に
よ
る

「
役
名
之
覚
書
」
の
形
態
を
と
っ
て
い
る
。
先
に
み
た
よ
う
に
、
惣

庄
屋
は
、
緑
川
船
水
戸
筋
波
方
事
業
の
計
画
に
あ
た
り
、
藩
庁
郡

方
か
ら
の
融
資
に
期
待
す
る
と
と
も
に
、
す
ぐ
に
利
益
を
あ
げ
う

る
地
域
産
業
と
し
て
木
炭
焼
方
に
着
目
し
て
い
た
。
矢
部
・
砥
用

地
域
は
内
陸
部
の
奥
山
と
い
う
立
地
、
交
通
の
便
か
ら
み
て
も
炭

焼
に
そ
れ
ほ
ど
適
し
て
は
い
な
い
。
し
か
し
、
幕
末
段
階
、
炭
焼

に
適
し
た
地
域
の
用
材
が
不
足
傾
向
に
あ
り
、
か
つ
緑
川
最
上
流

部
の
津
留
ヶ
洲
ま
で
通
船
を
可
能
に
す
る
船
水
戸
筋
波
方
事
業
が
進

捗
し
て
お
り
、
当
面
の
利
益
獲
得
手
段
と
し
て
木
炭
焼
方
が
浮
上

す
る
。
登
り
船
水
戸
筋
波
方
普
請
の
実
施
時
期
は
は
っ
き
り
し
な

い
が
、
戻
り
船
の
遡
航
状
態
か
ら
み
て
元
治
元
年
か
ら
翌
慶
応
元

年
に
か
け
て
実
施
さ
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

次
に
矢
部
手
永
懸
案
の
年
貢
米
積
下
し
の
問
題
で
あ
る
。
先
に

白
石
ｌ
津
留
ヶ
測
間
の
新
道
建
設
を
み
た
が
、
新
道
の
き
わ
め
て

整
備
さ
れ
た
状
態
、
白
石
ｌ
津
留
ヶ
洲
と
い
う
道
路
区
間
を
み
た

場
合
、
矢
部
手
永
の
な
か
で
新
道
の
所
在
す
る
白
糸
台
地
に
と
っ

て
直
接
の
利
便
性
を
も
っ
た
の
は
、
当
該
地
域
の
年
貢
米
の
船
積

下
し
で
あ
る
。
郡
方
担
当
の
奉
行
は
郡
代
に
対
し
て
元
治
元
年
閏

五
月
七
日
付
で
、
甲
佐
手
永
上
豊
内
村
に
建
設
す
る
「
牧
野
村
列

御
年
貢
米
」
積
下
し
の
「
中
ヵ
出
蔵
」
へ
の
材
木
提
供
に
つ
い
て

（
型
）

次
の
よ
う
に
指
示
し
て
い
る

矢
部
手
永
牧
野
村
列
御
年
貢
米
中
出
蔵
、
甲
佐
手
永
上
豊
内

村
内
江
取
建
二
付
而
、
入
用
材
木
御
山
渡
願
書
被
相
達
置
候
、

願
之
通
被
渡
下
、
元
木
引
渡
と
し
て
柚
方
御
役
人
被
差
出
筈

候
間
、
可
有
其
御
達
候
、
以
上
、

閏
五
月
七
日
御
郡
方御
奉
行
中

村
上
善
九
郎
殿
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こ
の
場
合
の
「
牧
野
村
列
」
と
は
、
南
手
在
八
ヵ
村
に
牧
野
村

を
加
え
た
「
牧
野
村
列
九
ヶ
村
」
の
こ
と
あ
る
。
上
豊
内
村
の

「
中
ヵ
出
蔵
」
Ⅱ
中
継
米
蔵
は
翌
元
治
二
年
（
慶
応
元
年
）
四
月
に

は
建
築
に
着
手
さ
れ
て
お
り
、
同
年
の
年
貢
分
か
ら
舟
運
に
よ
る

津
留
ヶ
洲
か
ら
の
積
下
し
が
始
ま
っ
た
も
の
と
思
え
る
。
惣
庄
屋

布
田
市
右
衛
門
は
「
中
ヵ
出
蔵
」
の
建
設
経
費
の
融
資
と
材
木
提

供
を
藩
庁
郡
方
に
申
請
す
る
際
に
、
年
貢
米
の
積
下
し
の
利
便
を

（
鰯
）

次
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

矢
部
手
永
牧
野
村
列
九
ヶ
村
御
年
貢
米
川
尻
御
蔵
現
納
之
儀
、

甲
佐
手
ｋ
坂
谷
村
之
内
中
ノ
村
迄
附
出
、
同
所
含
鵜
ノ
瀬
碩

迄
船
積
下
、
砥
用
手
永
方
同
所
江
取
建
置
候
同
手
永
御
年
貢
、

中
ヵ
出
蔵
江
催
合
入
之
申
談
仕
、
上
豊
内
船
を
雇
、
川
尻
御

蔵
納
是
迄
之
儀
者
仕
来
候
処
、
今
度
緑
川
当
手
永
菅
村
懸
露

ヶ
洲
迄
通
船
御
普
請
被
仰
付
候
二
付
而
者
、
牧
野
村
列
九
ヶ

村
外
之
村
々
茂
川
尻
御
蔵
納
仕
、
船
積
下
之
俵
高
多
罷
成
、

砥
用
中
ヵ
出
蔵
二
催
合
入
仕
候
儀
被
行
兼
候
様
罷
成
、
年
増

二
俵
数
茂
相
増
可
申
見
込
二
御
座
候
（
後
略
）
、

布
田
の
説
明
に
よ
る
と
、
従
来
白
糸
台
地
一
帯
の
年
貢
米
は
甲

佐
手
永
中
ノ
村
ま
で
牛
馬
に
よ
り
陸
路
駄
送
し
、
そ
こ
か
ら
よ
う

や
く
甲
佐
鵜
瀬
碩
ま
で
船
で
積
み
下
し
、
甲
佐
手
永
の
「
中
ヵ
出

蔵
」
を
借
用
し
な
が
ら
、
上
豊
内
村
で
船
を
雇
い
、
川
尻
御
蔵
に

積
み
下
っ
て
い
た
。
そ
れ
が
今
回
の
船
水
戸
波
方
で
一
変
す
る
。

中
継
地
。
甲
佐
に
自
前
の
「
中
ヵ
出
蔵
」
を
持
ち
、
一
貫
し
た
船

下
し
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

川
尻
御
蔵
に
下
っ
た
船
は
人
力
で
緑
川
を
遡
上
し
戻
っ
て
く
る
。

人
力
の
遡
上
に
お
い
て
登
り
船
水
戸
筋
が
整
っ
て
い
な
い
場
合
、

船
の
す
れ
違
い
が
で
き
ず
川
を
下
っ
た
船
は
「
素
船
」
Ⅱ
空
船
で

戻
っ
て
こ
ざ
る
を
え
な
い
。
川
尻
町
方
面
か
ら
の
諸
商
品
・
物
資

を
賊
入
し
て
船
を
遡
上
さ
せ
る
登
り
船
水
戸
筋
開
盤
が
求
め
ら
れ
た

の
は
当
然
で
あ
っ
た
。

そ
の
意
味
で
浜
町
の
産
物
会
所
、
津
留
ヶ
洲
℃
上
豊
内
の
勘
場

の
建
設
は
注
目
さ
れ
る
。
慶
応
元
年
一
二
月
、
藩
庁
産
物
方
か
ら

浜
町
の
産
物
会
所
、
津
留
ヶ
測
勘
場
の
御
囲
蔵
の
建
設
方
に
つ
い

て
の
指
示
が
な
さ
れ
る
。
産
物
方
の
発
議
と
い
っ
て
も
、
産
物
会

所
ｂ
勘
場
の
建
設
は
、
実
際
に
は
矢
部
会
所
が
行
い
、
運
営
の
実

質
も
会
所
側
に
任
さ
れ
て
い
た
。
産
物
会
所
の
建
物
は
四
間
に
一

○
間
の
規
模
で
あ
る
が
、
集
荷
用
の
庭
は
広
く
、
「
買
上
茶
を
始
、

品
々
庭
内
二
積
立
候
仕
法
」
を
と
っ
た
。
産
物
会
所
が
相
当
大
が

か
り
な
取
引
を
め
ざ
し
て
い
た
の
は
、
「
大
金
」
を
扱
う
た
め
に
盗

難
・
火
防
の
「
御
銀
蔵
」
建
設
を
予
定
し
て
い
る
こ
と
で
も
分
か

（
別
）

る
。

一
方
、
勘
場
（
勘
定
場
）
は
炭
勘
場
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
よ
う

に
、
藩
用
仕
入
炭
の
輸
送
ル
ー
ト
の
要
所
に
設
置
さ
れ
、
懸
銭

（
運
上
）
徴
収
や
木
炭
の
継
ぎ
送
り
を
行
っ
た
が
、
緑
川
筋
の
津
留
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ヶ
洲
や
上
豊
内
の
鵜
瀬
碩
な
ど
に
設
定
さ
れ
た
勘
場
は
物
流
・
交
易

拠
点
と
し
て
の
性
格
を
濃
厚
に
持
っ
た
。
た
と
え
ば
津
留
ヶ
測
勘

場
に
は
御
囲
蔵
の
設
置
が
図
ら
れ
、
春
に
は
津
留
ヶ
洲
か
ら
茶
を

積
み
入
れ
、
ま
た
戻
船
に
「
東
目
用
之
塩
」
を
積
み
込
む
た
め
の

（
鰯
〉

大
型
の
蔵
の
建
設
が
検
討
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
勘
場
の
性
格

は
慶
応
元
年
に
設
置
申
請
さ
れ
た
鵜
瀬
碩
勘
場
に
よ
く
示
さ
れ
て
い

（
躯
）

る
。
甲
佐
手
永
惣
庄
屋
井
上
甚
之
助
の
願
書
に
よ
る
と
、
勘
場
建

設
の
た
め
の
竹
木
提
供
を
願
い
出
た
と
こ
ろ
、
薪
炭
取
締
り
の
郡

横
目
は
、
炭
用
の
勘
場
だ
か
ら
今
少
し
「
取
細
メ
」
て
は
ど
う
か

と
注
文
を
つ
け
る
が
、
井
上
は
次
の
よ
う
に
反
論
し
て
い
る
。

右
者
炭
迄
之
勘
場
二
御
座
候
得
者
、
今
少
取
縮
申
候
而
も
被

行
可
申
候
得
共
、
上
川
通
舟
開
ヶ
候
二
付
而
者
、
砥
用
・
矢

部
・
菅
尾
在
々
之
諸
産
物
を
初
、
板
ｑ
小
割
都
而
川
下
シ
仕

可
申
、
左
候
得
者
右
手
永
々
々
入
用
之
塩
井
海
辺
出
産
之
塩

物
類
、
兼
而
右
勘
場
江
取
寄
置
、
戻
り
舟
二
積
登
せ
交
易
仕

候
得
者
、
双
方
之
便
利
、
人
馬
之
労
を
助
、
一
統
之
為
合
二

相
成
申
候
（
後
略
）
、

さ
ら
に
井
上
は
、
同
文
書
の
付
紙
で
「
矢
部
露
ヶ
洲
・
砥
用
明

（
”
）

無
瀬
勘
場
同
様
出
小
屋
並
之
商
イ
」
を
願
い
出
て
い
る
。
勘
場
は

単
な
る
木
炭
改
め
の
役
所
で
は
な
く
、
手
永
側
か
ら
は
交
易
・
物

流
の
拠
点
施
設
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
勘
場
も
緑
川
上

流
筋
の
要
所
に
設
定
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
産
物
会
所
・
勘
場
を
中
心
と
し
た
交
易
・
物
流
の
う
え

で
重
視
さ
れ
て
い
た
の
が
木
炭
業
で
あ
る
。
砥
用
手
永
を
中
心
と

し
た
御
仕
入
炭
の
焼
方
が
い
つ
頃
か
ら
始
ま
っ
た
の
か
明
証
を
欠
く

が
、
そ
れ
ほ
ど
の
経
緯
は
な
く
、
安
政
末
・
文
久
期
の
頃
と
み
ら

れ
る
。
そ
し
て
慶
応
元
年
に
矢
部
・
砥
用
・
甲
佐
三
手
永
に
よ
り

登
り
船
水
戸
筋
波
方
ｄ
新
道
建
設
の
経
費
調
達
の
た
め
に
矢
部
手
永

目
丸
村
懸
り
雨
ノ
宮
で
木
炭
焼
方
が
始
ま
る
と
、
矢
部
ｑ
砥
用
両

手
永
で
行
わ
れ
た
木
炭
業
の
実
質
は
、
矢
部
・
砥
用
の
手
永
会
所

で
運
営
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。

さ
て
、
藩
用
の
御
仕
入
炭
を
中
心
と
し
た
木
炭
業
も
、
明
治
三

年
に
具
体
化
す
る
手
永
制
廃
止
に
向
け
た
維
新
変
革
の
な
か
で
取
り

畳
み
の
危
機
に
瀕
す
る
。
矢
部
会
所
側
は
藩
当
局
に
対
し
次
の
よ

（
調
）

う
な
上
申
書
案
を
作
成
し
て
い
る
。

覚
‐
（
慶
応
元
年
）

矢
部
郷
奥
御
山
二
お
ひ
て
去
丑
年
よ
り
御
仕
入
御
用
炭
御
取
起

二
付
、
下
田
弥
平
太
受
込
二
而
当
年
迄
六
ヶ
年
露
ヶ
測
江
引

越
相
勤
居
候
処
、
同
人
不
得
止
事
情
二
而
受
込
御
断
願
出
候

二
付
、
跡
御
口
入
之
儀
此
節
御
取
畳
被
為
在
候
由
二
伝
承
候
、

右
者
根
元
緑
川
通
舟
御
創
業
之
訳
を
以
、
東
目
土
産
融
通
、

且
当
郷
御
年
貢
米
附
下
等
、
牛
馬
之
労
を
被
厭
、
秀
々
以
莫

大
之
御
銭
御
出
方
を
以
御
取
起
被
仰
付
候
儀
二
付
、
今
更
御

取
止
被
為
在
候
而
ハ
重
畳
残
心
之
至
二
奉
存
候
間
、
私
共
申
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一
談
、
一
尽
・
力
仕
度
奉
存
候
加
へ
簾
一
避
舟
‘
水
戸
竣
之
儀
二
お
ひ

て
懸
念
罷
在
候
処
勺
右
波
方
之
儀
者
官
府
よ
り
御
普
請
被
仰

付
旨
拝
聞
仕
、
此
上
者
炭
山
成
行
一
条
二
而
組
合
中
申
談
、

左
二
一
書
を
以
申
上
候
、

（
中
略
）

炭
山
之
儀
ハ
予
見
込
之
次
第
二
御
坐
候
得
共
へ
御
仕
入
之
名

目
ハ
矢
張
被
為
立
置
、
私
共
儀
ハ
御
用
懸
之
名
目
無
御
座
候

而
ハ
ー
鉢
之
不
締
二
も
有
之
、
諸
取
扱
筋
差
障
候
稜
も
可
有

御
座
、
可
然
被
仰
付
候
様
奉
願
候
、
然
上
者
私
共
交
代
を
以

勘
場
詰
い
た
し
、
何
二
寄
而
も
御
上
下
之
御
為
筋
深
尽
力
勉

励
可
仕
奉
存
候
事
、

右
荒
方
見
込
之
次
第
社
中
申
談
候
件
々
如
是
二
御
座
候
、
猶

此
上
深
勘
考
可
仕
候
事
、

午
十
一
月
浜
町商
社
組
中

津
留
ヶ
測
勘
場
受
込
の
下
田
弥
平
太
が
受
込
を
辞
退
し
た
の
を
機

に
、
藩
側
は
勘
場
の
閉
鎖
、
勘
場
御
用
懸
り
役
の
廃
止
の
方
針
を

打
ち
出
し
た
。
勘
場
御
用
懸
で
あ
っ
た
手
永
幹
部
は
浜
町
の
有
力

者
（
在
御
家
人
）
を
組
織
し
、
「
浜
町
商
社
組
中
」
と
し
て
勘
場
存

続
を
求
め
た
の
で
あ
る
。
新
時
代
を
予
感
し
た
地
域
社
会
の
柔
軟

な
組
織
力
を
感
じ
る
。

お
わ
り
に

緑
川
は
河
口
に
領
内
最
大
の
津
端
Ⅱ
川
尻
が
位
置
し
、
そ
の
物

流
・
交
易
上
の
役
割
は
菊
池
川
と
双
壁
を
な
し
て
い
る
。
し
か
る

に
緑
川
上
流
部
は
球
磨
川
に
匹
敵
す
る
急
流
で
あ
り
、
ほ
ぼ
藩
政

期
を
通
じ
て
舟
運
の
遡
上
を
阻
ん
で
い
た
。
球
磨
川
の
場
合
、
上

流
域
に
人
吉
藩
城
下
町
が
位
置
し
て
お
り
、
林
正
盛
伝
承
に
み
る

よ
う
に
舟
運
開
発
の
歴
史
は
古
い
が
、
緑
川
は
長
く
中
流
域
ま
で

の
舟
運
利
用
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
そ
の
根
本
原
因
は
現
在
も
緑

川
の
堤
防
形
態
に
示
さ
れ
て
い
る
。
緑
川
の
堤
防
は
、
中
世
阿
蘇

氏
が
緑
川
中
流
域
の
拠
点
と
し
た
甲
佐
社
の
所
在
す
る
現
在
の
甲
佐

町
上
場
か
ら
下
流
域
に
施
さ
れ
、
上
場
か
ら
上
流
は
河
谷
万
渓
谷

状
へ
と
河
岸
の
様
相
は
変
わ
り
、
川
の
流
れ
も
勾
配
を
増
す
。
そ

の
急
流
と
渓
谷
状
の
瀬
筋
が
幕
末
近
く
ま
で
舟
運
の
遡
上
を
阻
ん
で

い
た
。
緑
川
上
流
域
の
波
方
事
業
は
文
化
年
間
に
部
分
的
に
着
手

さ
れ
、
幕
末
近
く
な
っ
て
開
盤
・
淡
淡
事
業
と
し
て
一
気
に
具
体

化
し
、
舟
運
は
最
上
流
部
の
矢
部
手
永
菅
村
の
津
留
ヶ
洲
ま
で
遡

上
す
る
よ
う
に
な
る
ｂ

明
治
初
年
に
至
る
一
八
五
○
年
代
、
緑
川
上
流
域
で
は
矢
部
手

永
を
中
心
に
、
緑
川
筋
の
砥
用
手
永
・
甲
佐
手
永
と
連
携
し
た
緑

川
筋
経
済
開
発
事
業
が
進
捗
す
る
。
そ
の
契
機
と
な
っ
た
の
が
緑

川
上
流
域
の
矢
部
手
永
白
糸
台
地
に
実
現
し
た
通
潤
橋
・
通
潤
用
水

事
業
、
大
規
模
水
田
造
成
事
業
で
あ
る
。
こ
の
緑
川
最
上
流
域
に
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基
盤
整
備
さ
れ
た
米
穀
生
産
地
帯
の
存
在
が
、
改
め
て
白
糸
台
地

の
山
裾
を
流
れ
る
緑
川
の
河
川
機
能
へ
の
関
心
を
呼
ぶ
。
そ
し
て

当
時
、
緑
川
の
対
岸
域
の
森
林
地
帯
で
活
発
化
し
て
い
た
木
炭
業

と
あ
い
ま
っ
て
、
矢
部
手
永
・
白
糸
台
地
の
河
港
と
い
う
べ
き
津

留
ヶ
洲
を
基
点
と
す
る
緑
川
筋
経
済
基
盤
整
備
事
業
が
急
速
に
具
体

化
す
る
。

県
下
に
お
い
て
緑
川
は
球
磨
川
と
な
ら
ぶ
急
流
で
あ
る
。
球
磨

川
は
緑
川
に
較
べ
て
川
幅
が
広
く
、
水
量
も
は
る
か
に
豊
か
で
あ

り
、
舟
運
開
発
の
歴
史
は
古
い
。
現
在
水
位
が
下
が
っ
て
む
き
出

し
に
な
っ
た
緑
川
の
川
床
・
河
岸
の
瀬
筋
を
見
る
と
、
幕
末
近
く

ま
で
舟
運
の
遡
上
を
阻
ん
で
い
た
こ
と
が
納
得
で
き
る
。
そ
の
意

味
で
幕
末
期
に
緑
川
舟
運
が
中
下
流
域
か
ら
上
流
域
ま
で
一
本
化
し

た
こ
と
は
特
筆
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
広
域
自
治
団

体
と
し
て
の
役
割
を
強
め
る
手
永
を
主
体
と
し
た
幕
末
期
の
確
か
な

地
域
経
済
の
胎
動
と
い
う
も
の
を
感
得
し
う
る
。

今
の
津
留
ヶ
洲
に
昔
日
の
面
影
は
な
い
。
し
か
し
、
一
帯
を
歩

く
と
、
勘
場
と
称
さ
れ
た
交
易
・
物
流
拠
点
の
形
態
を
あ
る
程
度

類
推
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
津
留
ヶ
洲
に
立
っ
て
白
糸
台
地
南
麓

を
見
上
げ
る
と
、
石
畳
の
新
道
の
一
部
が
確
認
で
き
る
し
、
そ
の

上
部
に
は
愛
藤
寺
城
跡
が
位
置
す
る
。
阿
蘇
大
宮
司
か
ら
小
西
氏
・

加
藤
氏
に
至
る
領
主
権
力
が
感
得
し
た
白
糸
台
地
の
地
政
学
的
位
置

と
い
う
も
の
を
、
津
留
ヶ
洲
か
ら
十
分
共
有
で
き
る
。
二
○
一
○

年
、
通
潤
橋
・
通
潤
用
水
を
含
む
白
糸
台
地
一
帯
は
国
の
「
重
要

文
化
的
景
観
」
に
指
定
さ
れ
た
。

註
（
１
）
通
潤
橋
・
通
潤
用
水
事
業
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
通
潤
橋
・

通
潤
用
水
の
歴
史
的
位
置
」
（
『
通
潤
用
水
と
白
糸
台
地
の
棚

田
景
観
」
山
都
町
教
育
委
員
会
、
二
○
○
八
年
）
参
照
。

（
２
）
個
人
蔵
。

（
３
）
（
４
）
（
５
）
「
木
山
宮
御
札
」
（
農
林
省
『
日
本
林
制
史
資

料
熊
本
藩
」
朝
陽
会
、
一
九
三
三
年
）
。

（
６
）
通
潤
土
地
改
良
区
蔵
「
南
手
新
井
手
記
録
」
（
正
式
表
題

「
口
手
口
御
請
一
巻
□
」
）
に
よ
る
。

（
７
）
「
南
手
新
井
手
記
録
」
。

（
８
）
元
治
元
年
矢
部
・
砥
用
・
甲
佐
三
手
永
惣
庄
屋
「
奉
願
覚
」

（
永
青
文
庫
蔵
「
慶
応
元
年
覚
帳
」
）
。

（
９
）
『
熊
本
県
歴
史
の
道
調
査
緑
川
水
運
」
（
熊
本
県
教
育
委

員
会
、
一
九
八
九
年
）
は
、
文
化
一
○
年
、
甲
佐
手
永
塘
方

助
役
渡
辺
官
太
が
手
に
な
る
「
甲
佐
堤
防
根
帳
」
「
緑
川
上
流

通
漕
碑
文
」
を
収
戦
し
、
文
化
年
間
の
中
上
流
部
緑
川
波
方

事
業
を
簡
単
に
記
し
て
い
る
（
同
書
一
九
八
’
二
二
六
頁
、

七
一
・
二
頁
）
。
上
流
域
ま
で
の
舟
運
に
つ
い
て
は
、
「
明
治

初
期
の
「
上
益
城
郡
村
誌
」
、
『
上
益
城
郡
誌
」
な
ど
菅
村
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（
鴫
）
～
（
”
）
「
慶
応
元
年
覚
帳
」
。

（
詔
）
山
都
町
立
図
書
館
蔵
「
藤
木
佐
唾

宗
Ⅲ
）
｜
隠
登
雌
一
九
杵
寸
型
境
姉
心
」
‐

（
ｕ
）
（
狸
）
『
熊
本
県
歴
史
の
道
調
査
緑
川
水
運
」
所
収
。

（
週
）
～
（
妬
）
「
慶
応
元
年
覚
帳
」
。

（
Ⅳ
）
甲
佐
で
の
増
俵
に
つ
い
て
は
、
五
○
斤
入
り
の
炭
俵
が
甲

佐
ま
で
の
上
流
域
で
三
○
俵
、
甲
佐
か
ら
は
四
○
俵
を
積
み

下
っ
て
い
る
（
山
都
町
立
図
書
館
蔵
「
藤
木
佐
野
家
文
書
」
）
。

上
里
一

赤
イ
癖
祁
戯
鼎
賜
ド
ュ
ー
ラ
雪
て
閲
甜

麺
側
肋
山
判
弱
室
同
家
強
巨
淳
△
葬
広
詐
陛

慶
喜
・
大
津
山
恭
子
両
氏
、
熊
本
大
学
文
学
部
附
属

永
青
文
庫
研
究
セ
ン
タ
ー
の
長
井
勲
氏
に
大
変
お
世
話

に
な
っ
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
津
留
ヶ
洲
）
か
ら
の
一
舟
筏
」
｜
川
船
の
解
績
」
に
関
す
る

記
述
を
引
用
し
つ
つ
、
詳
細
は
不
明
と
し
て
い
る
（
同
書
六

二
頁
）
。

山
都
町
立
図
書
館
蔵
「
藤
木
佐
野
家
文
書
」
。

－110－


	表題
	はじめに
	一 一九世紀緑川筋三手永の産業形態
	二 通潤橋・通潤用水事業から緑川上流域経済開発事業へ
	三 緑川船水戸筋開鑿・浚渫事業の展開
	四 緑川筋物流・交易の活発化と地域産業
	註



